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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木   10〜20時
水・金   13〜20時
第2、第4土曜日   閉室
第1、第3、第5土曜日   10〜18時

発
達
し
た
山
で
、〝
わ
ざ
わ
ざ
厳
格
に
〟

エ
コ
登
山
を
遂
行
し
た
い
の
で
あ
る
か

ら
、
何
を
血
迷
っ
た
か
と
言
わ
れ
そ
う

だ
が
、
テ
イ
ク
イ
ン
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

で
、
す
べ
て
の
ゴ
ミ
、
排
泄
物
を
含
め

て
持
ち
降
ろ
す
こ
と
は
、
山
に
生
き
る

動
植
物
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
残
さ
な

い
た
め
で
、
人
間
の
ウ
ン
チ
に
は
何
が

含
ま
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
だ
。

「
残
す
の
は
足
跡
だ
け
」に
私
は
本
気
で

あ
る
。

55
年
前
の
15
歳（
高
１
）の
夏
、
初
め

て
の
３
０
０
０
ｍ
峰
登
山
で
赤
石
山
脈

縦
走
を
体
験
し
た
。
そ
の
と
き
の
鮮
烈

な
印
象
は
す
ご
い
も
の
が
あ
っ
た
。
体

力
不
足
で
限
界
に
な
り
な
が
ら
も
、
高

山
植
物
咲
き
乱
れ
る
二
重
山
稜
の
窪
地

に
は
な
ん
と
も
癒
さ
れ
、
山
の
本
当
の

姿
に
感
動
し
た
。
そ
ん
な
想
い
も
時
が

た
つ
に
つ
れ
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
だ
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
だ
冬
山
だ
と
、
峨
々

と
し
た
岩
山
に
憧
れ
、ア
ル
プ
ス
、ア
ン

デ
ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
ひ
と
通
り
経
験
し

た
が
、
最
初
の
山
に
舞
い
戻
っ
た
の
だ
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
私
が
最
初
に
地
元
に

提
案
し
て
か
ら
足
掛
け
16
年
と
な
る
が
、

「
登
山
観
光
の
復
活
で
、地
元
に
貢
献
で

き
る
地
域
お
こ
し
」の
挑
戦
で
も
あ
る
。

赤
石
山
脈
最
南
部
、聖
岳
、光
岳
周
辺

の
山
域
は
、
信
州
側
に
し
て
も
駿
州
側

に
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
限
界
集
落
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
言
っ
て
〝
秘

境
〟と
言
わ
れ
て
い
る
山
域
だ
。最
も
山

深
く
最
も
登
り
づ
ら
い
３
０
０
０
ｍ

峰
・
聖
岳
、
そ
れ
に
続
く
ラ
イ
チ
ョ
ウ

と
ハ
イ
マ
ツ
の
世
界
の
南
限
で
あ
る
光

岳
、
地
味
な
ラ
ス
ト
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
。
正
に
本
格
的
な
エ
コ
登
山
を

遂
行
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
だ
。
私

は
仲
間
と
と
も
に
一
般
社
団
法
人
・
南

最
南
部
を
エ
コ
登
山
の
メ
ッ
カ
に

以
前
か
ら
温
め
て
い
た
計
画
「
日
本

の
山
域
で
北
米
の
よ
う
な
世
界
水
準
の

〝
エ
コ
登
山
〟を
や
っ
て
み
た
い
。
そ
の

活
動
拠
点
を
世
界
の
メ
ッ
カ
に
し
た

い
」
と
い
う
の
が
、
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
あ

る
。
そ
れ
も
私
の
故
郷
に
あ
る
南
ア
ル

プ
ス（
赤
石
山
脈
）最
南
部
で
。
そ
の
理

由
は
簡
単
で
あ
る
。
何
も
な
い
大
自
然

だ
け
の
稀
有
な
山
域
だ
か
ら
だ
。
信
州

側
の
遠
山
郷
に
限
る
が
、
稜
線
ま
で
は

営
業
山
小
屋
や
ト
イ
レ
は
一
つ
も
な
い
。

世
界
遺
産
に
な
る
よ
う
な
特
別
な
植
生

や
生
物
は
な
い
が
、
巨
木
を
擁
す
深
い

大
森
林
と
、
多
く
の
希
少
動
植
物
、
昆

虫
、
蝶
…
…
、
厚
み
の
あ
る
大
自
然
に

迎
え
ら
れ
る
。野
生
と
一
体
化
で
き
、あ

る
い
は
共
生
で
き
る
山
登
り
の
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
南
ア
南
部
が
そ
の
筆
頭
と
言

え
る
。

少
な
く
と
も
中
緯
度
温
帯
の
植
生
の
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ふ
る
さ
と
南
ア
ル
プ
ス
最
南
部
で

本
格
的
な「
エ
コ
登
山
」の
実
践
を

大
蔵
喜
福

南
ア
ル
プ
ス
最
南
部
の
信
州
側
は
、
大
自
然
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
稀
有
な

山
域
で
あ
る
。
こ
の
ふ
る
さ
と
の
山
々
で
、
テ
イ
ク
イ
ン
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
徹
底
し
た
、
世
界
水
準
の
「
エ
コ
登
山
」
を
試
み
て
み
た
い
と
活
動
を
始
め

た
大
蔵
会
員
。
多
様
な
生
態
系
と
豊
か
な
山
村
文
化
を
擁
す
る
「
地
味
な
ラ
ス

ト
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」で
、
何
を
目
指
す
の
だ
ろ
う
か
…
…
。
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テ
ー
シ
ョ
ン（
行
動
の
モ
ラ
ル
、ル
ー
ト

説
明
、天
候
注
意
、
レ
ン
タ
ル
・
テ
ン
ト

の
使
用
法
、
ゴ
ミ
・
残
飯
・
排
泄
物
処

理
な
ど
説
明
）を
受
け
る
。

③
登
山
ガ
イ
ド
や
ポ
ー
タ
ー
が
必
要

か
ど
う
か
の
可
否
。
事
前
申
し
込
み
制

（
ネ
ッ
ト
な
ど
よ
り
）。

④
ビ
ジ
タ
ー
・
ハ
ウ
ス
か
ら
全
て
徒
歩

に
て
入
山
で
き
る
。
災
害
に
強
い
登
山

道
に
復
活
さ
せ
た
林
鉄
軌
道
を
行
く
。

傾
斜
も
緩
く
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
安
全
。

災
害
に
よ
る
崩
壊
が
あ
っ
て
も
、
登
山

道
の
補
修
は
歩
行
用
高
巻
き
道
な
ど
で

す
ぐ
に
対
応
可
。

⑤
宿
泊
は
開
設
期
間
（
５
月
初
旬
～

11
月
中
旬
）に
設
置
さ
れ
た
レ
ン
タ
ル
・

テ
ン
ト
の
利
用
（
３
人
用
テ
ン
ト
1０
張

り
用
意
。
コ
ロ
ナ
下
で
は
１
テ
ン
ト
１

名
の
利
用
）。
４
㎝
厚
ウ
レ
タ
ン
・
マ
ッ

ト
を
常
備
。

⑥
食
事
は
テ
ン
ト
内
常
備
の
レ
ン
タ

ル
・
ス
ト
ー
ブ
＆
ク
ッ
カ
ー
を
使
用
。
燃

料
の
ガ
ス
・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
み
持
参
。

⑦
装
備
は
個
人
装
備
に
水
と
食
糧

（
現
地
調
達
の
地
産
地
消
）、
寝
袋
。

い
ず
れ
は
、
個
人
装
備
を
含
め
準
備

が
な
く
て
も
、設
置
テ
ン
ト
を
含
め
、現

地
完
全
レ
ン
タ
ル
が
可
能
と
な
る
よ
う

に
し
た
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
中
高
年

の
登
山
者
に
は
負
担
軽
減
の
朗
報
と
な

る
。
多
く
の
登
山
者
が
同
じ
よ
う
な
装

備
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
込
め
ば
、
そ
れ
だ

け
自
然
を
傷
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
よ

り
厳
密
な
エ
コ
登
山
は
「
持
ち
込
ま
な

い
、
捨
て
な
い
、
持
ち
帰
る
」の
徹
底
に

あ
る
。

多
様
な
生
態
系
の
博
物
館

一
気
に
数
倍
も
の
登
山
客
は
要
ら
な

い
。
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
に
１
回
で
何

人
と
規
制
す
る
の
も
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
に
則
す
。
す
で
に
林
業
も
廃
れ
、

第
１
次
産
業
も
従
事
者
が
減
り
、
高
齢

化
社
会
で
で
き
る
改
革
は
ほ
か
に
な
い
。

登
山
を
核
と
し
た
文
化
融
合
の
お
も
て

な
し
観
光
で
、
感
動
を
覚
え
て
も
ら
う

こ
と
が
い
ち
ば
ん
で
あ
る
。
時
間
を
か

け
て
山
・
人
・
食
が
一
体
と
な
っ
た
、暮

ら
す
よ
う
な
旅
を
売
る
こ
と
で
、
リ
ピ

ー
タ
ー
の
獲
得
を
目
指
す
。
こ
れ
は
遠

山
郷
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
。

赤
石
山
脈
信
州
側
の
す
ば
ら
し
さ
は

「
多
様
な
生
態
系
の
博
物
館
」に
尽
き
る
。

大
自
然
の
発
見
と
好
奇
心
が
い
ち
ば
ん

の
贈
り
物
と
言
え
る
。
も
と
よ
り
こ
の

深
山
一
帯
は
御
用
林
と
し
て
守
ら
れ
、

俗
化
回
避
の
歴
史
を
持
つ
。
多
量
の
降

雨
が
良
質
な
森
を
育
む
要
因
と
な
り
、

山
麓
の
広
葉
樹
、ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、カ

ツ
ラ
…
…
か
ら
針
葉
樹
へ
と
樹
相
が
変

信
州
山
岳
文
化
伝
統
の
会
（
２
０
１
９

年
９
月
設
立
登
記
）を
立
ち
上
げ
、会
の

顧
問
と
し
て
目
的
に
向
か
い
活
動
を
始

め
た
。

最
南
部
信
州
側
の
入
山
者
は
、
な
ん

と
年
間
８
０
０
人
弱
。
そ
ん
な
不
人
気

の
山
域
で
、
私
は
地
元
遠
山
郷
の
南
信

濃
・
上
村（
下
栗
）、
そ
し
て
飯
田
市
の

志
高
い
方
々
の
力
を
借
り
、今
は
昔
、遠

山
森
林
鉄
道
の
発
着
場
・
梨
本
停
車
場

に
年
間
数
千
～
１
万
人
の
登
山
者
、
自

然
愛
好
家
を
迎
え
る
、
赤
石
山
脈
唯
一

の
登
山
基
地
構
想
を
頭
に
描
い
て
い
る
。

最
終
的
に
は
自
然
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

あ
る
、
本
来
の
意
味
で
の
ビ
ジ
タ
ー
・

ハ
ウ
ス
を
備
え
、登
山
者
の
利
便（
情
報

の
提
供
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
宿
泊
、
食

堂
、
登
山
用
具
レ
ン
タ
ル
・
シ
ョ
ッ
プ

の
完
備
な
ど
）
も
市
井
の
力
で
確
保
し

た
い
。

山
小
屋
が
要

ら
な
い
エ
コ
登

山
の
柱
は
、
小

屋
の
代
わ
り
を

す
る
レ
ン
タ
ル
・

テ
ン
ト
と
キ
ャ

ン
プ
場
で
あ
る
。

国
有
林
や
自
治

体
の
所
有
地
を

特
別
に
キ
ャ
ン

プ
地
と
し
て
借
地
。
必
要
期
間
の
み
常

設
さ
れ
た
テ
ン
ト
を
使
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、登
山
者
の
負
担
を
な
く
し
、さ

ら
に
自
然
へ
の
負
荷
も
減
ら
せ
る
と
い

う
、ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
登
山
で
あ
る
。現

在
、
光
岳
ル
ー
ト
で
は
経
由
す
る
易
老

岳
の
易
老
尾
根
・
面
平（
21
年
５
月
～
）

に
、
聖
岳
・
西
沢
渡
登
山
口
（
22
年
５

月
～
）
に
そ
れ
ぞ
れ
1０
張
り
の
レ
ン
タ

ル
・
テ
ン
ト
を
設
備
す
る
。

　エ
コ
登
山
の
シ
ス
テ
ム

①
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
事
前
申
し
込

み
と
料
金
支
払
い
（
レ
ン
タ
ル
・
テ
ン
ト
、

携
帯
ト
イ
レ
、
炊
事
燃
料
）の
後
、
全
国

各
地
か
ら
ビ
ジ
タ
ー
・
ハ
ウ
ス（
現
在
、

飯
田
市
南
信
濃
木
沢
８
１
１　

旧
木
沢

小
学
校
）に
集
合
。

②
ビ
ジ
タ
ー
・
ハ
ウ
ス
で
の
オ
リ
エ
ン

遠山郷・下栗集落から見た聖岳（左）と上河内岳
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説
や
民
話
と
と
も
に
、
登
山
と
文
化
の

融
合
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

自
然
そ
し
て
登
山
は
、
人
と
の
関
わ

り
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
、
訪
れ
る

登
山
者
は
自
然
を
愛
で
る
ば
か
り
で
は

な
く
、自
然
を
見
て
触
っ
て
観
察
し
、山

か
ら
の
声
を
人
に
伝
え
る
自
然
界
の
代

弁
者
と
し
て
活
動
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
。
エ
コ
登
山
ま
た
は
エ
コ
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
価
値
は
、
登
山
者
・
訪
問

者
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
情
報
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
自
然
と
文
化
の
融
合

を
自
ら
の
学
習
に
活
か
し
て
い
く
サ
イ

ク
ル
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
だ
。
南
ア

最
南
部
の
山
域
の
魅
力
は
、
入
山
者
の

目
に
入
る
自
然
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

あ
る
。

19
年
の
秋
よ
り
、
こ
こ
遠
山
郷
地
域

を
北
米
の
よ
う
な
世
界
水
準
の
「
エ
コ

登
山
」
の
メ
ッ
カ
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ

う
と
突
っ
走
っ
て
き
た
が
、
世
界
を
席

巻
す
る
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
存
在
が
、
あ

る
意
味
味
方
に
な
っ
た
よ
う
な
気
も
し

て
い
る
。
長
雨
や
台
風
と
い
っ
た
災
害

も
あ
っ
た
し
、
思
う
以
上
の
温
暖
化
で

ヤ
マ
ビ
ル
の
攻
撃
に
も
辟
辟
し
た
が
、

森
林
鉄
道
軌
道
を
登
山
道
に
再
生
し
た
。

完
成
後
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ツ
ア
ー
の
実

施
は
、
２
本
と
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の

大
盛
況
で
あ
る
。「
何
も
な
い
」を
活
か

す
エ
コ
登
山
の
、
レ
ン
タ
ル
・
テ
ン
ト

に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
登
山
の
フ
ァ
ム
ト
リ

ッ
プ
（
業
界
へ
の
招
待
・
体
験
ツ
ア
ー
）

で
は
、
大
い
に
賛
同
を
得
、
営
業
も
掛

け
な
い
の
に
、
多
く
の
予
約
が
入
っ
た
。

最
終
的
に
は
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
に
則
り
、
地
区
の
自
治
体
が
核
と

な
っ
て
地
域
住
民
や
民
間
団
体
と
と
も

に
推
進
協
議
会
を
設
け
る
。
さ
ら
に
自

然
環
境
保
全
や
地
域
振
興
、
環
境
教
育

推
進
の
目
的
を
持
っ
て
エ
リ
ア
を
定
め
、

保
護
の
理
由
や
ゴ
ミ
放
置
の
禁
止
、
排

泄
物
持
ち
帰
り
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域

の
設
定
な
ど
、
独
自
の
ル
ー
ル
を
盛
り

込
ん
だ「
全
体
構
想
」を
作
成
し
、
環
境

省
ほ
か
の
認
定
を
目
指
し
て
い
る
。
地

元
飯
田
市
も
市
長
を
は
じ
め
と
し
「
エ

コ
登
山
を
官
民
共
同
で
取
り
組
む
」
と

公
約
、
21
年
度
当
初
予
算
編
成
の
基
本

方
針
で
も
重
点
施
策
の
一
つ
と
位
置
付

け
ら
れ
た
。

今
後
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
シ
カ
対
策

や
高
山
植
物
の
再
生
に
も
力
を
注
ぎ
た

い
と
思
う
し
、
そ
の
た
め
に
も
着
地
型

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
登
山
用
地
産
地
消
食
品

の
開
発
、
百
名
山
コ
ン
プ
リ
ー
ト
・
ツ
ア

ー
な
ど
を
考
え
て
い
る
。い
ず
れ
は
、登

山
ガ
イ
ド
の
住
む
ス
イ
ス
・
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
の
よ
う
な
山
都
と
し
た
い
。

（
南
信
州
山
岳
文
化
伝
統
の
会
顧
問
）

わ
る
。
高
度
を
上
げ
る
に
つ
れ
サ
ワ
ラ

や
天
然
生
ヒ
ノ
キ
を
混
ぜ
、
さ
ら
に
シ

ラ
ベ
や
ト
ウ
ヒ
、
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
の
原

生
林
に
至
る
。
稜
線
に
は
見
事
な
ハ
イ

マ
ツ
群
落
、
高
山
植
物
の
群
生
と
相
成

す
様
は
天
上
の
美
観
。
動
物
は
カ
モ
シ

カ
を
は
じ
め
と
し
た
哺
乳
類
、
鳥
類
は

ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
ダ
ケ
ガ
ラ
ス
、
イ
ワ
ツ
バ

メ
な
ど
百
種
以
上
、
昆
虫
や
高
山
蝶
も

き
わ
め
て
数
が
多
い
。

自
然
ば
か
り
で
は
な
く
人
と
の
関
わ

り
も
深
く
長
い
。
そ
れ
も
信
仰
が
ら
み

で
は
な
い
、
生
活
に
根
差
し
た
山
路
が

あ
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
は

１
８
９
２（
明
治
25
）年
、
駿
信
国
境
に

そ
び
え
る
こ
の
山
一
帯
を
、
北
ア
ル
プ

ス
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
未
開

の
山
域
で
あ
り
、
日
本
人
で
す
ら
知
る

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
と
い
う
旨
を

記
し
て
い
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
地
元
静
岡
県
の『
井
川
村
史
』に

は
、
易
老
岳
の
頂
を
越
え
て
信
州
・
遠

山
谷
に
通
じ
る
道
が
往
来
と
交
易
に
使

わ
れ
た
と
あ
り
、
明
治
後
期
の
陸
地
測

量
部
５
万
分
の
１
地
図
に
は
、
そ
の
道

が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
高
山
で

は
あ
る
が
、
人
の
生
活
と
の
密
接
な
関

係
を
考
え
る
と
６
０
０
年
以
上
前
よ
り

開
け
て
い
た
わ
け
で
、
山
国
の
自
然
の

中
で
人
々
が
創
り
上
げ
て
き
た
文
化
の

魅
力
、
多
く
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し

て
の
伝
統
芸
能
や
お
神
楽
、
豊
富
な
伝

易老尾根・面平のレンタル・テントのキャンプ場

面平の標高1500ｍ地点にそびえるサワラの巨木
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加
藤
さ
ん
は
生
前
、
信
越
ト

レ
イ
ル
を
東
は
苗
場
山
、
白
砂

山
、
西
は
雨
飾
山
、
白
馬
連
峰

ま
で
つ
な
げ
た
い
と
い
う
夢
を

描
い
て
い
た
。
そ
の
想
い
に
応

え
る
べ
く
、
加
藤
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
翌
年（
14
年
）か
ら
、
信

越
ト
レ
イ
ル
を
苗
場
山
ま
で
延

伸
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
、
事

務
局
を
中
心
に
具
体
的
に
動
き

始
め
た
。
ど
こ
に
ル
ー
ト
を
通

す
か
、地
権
者
は
誰
な
の
か
、何

度
も
調
査
を
繰
り
返
し
て
は
、

苗
場
山
ま
で
つ
な
が
る
最
善
の

ル
ー
ト
を
見
付
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
な
か
な
か
本
格
的
な
整

備
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
ま
ま
時
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
18
年
、
総

務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
い
う
制
度
を
活
用
し
て
、
新

た
な
ス
タ
ッ
フ
が
３
名
、
事
務
局
に
加

わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
２
名

は
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
踏

破
し
た
経
験
を
持
ち
、
自
分
が
ア
メ
リ

カ
で
地
域
の
方
々
か
ら
受
け
た
様
々
な

恩
恵
を
、
信
越
ト
レ
イ
ル
に
関
わ
る
こ

と
で
恩
返
し
を
し
た
い
と
、
熱
い
想
い

と
志
を
持
っ
て
飛
び
込
ん
で
き
た
若
者

で
あ
る
。
彼
ら
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
延
伸
の
計
画
は
一
気
に
進
み
始
め

た
。
18
年
８
月
に
は
、
延
伸
計
画
を
本

格
的
に
進
め
る
た
め
、
周
辺
自
治
体
や

関
係
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
信
越

ト
レ
イ
ル
連
絡
会
」内
に「
苗
場
山
延
伸

部
会
」が
設
置
さ
れ
た
。
部
会
は
、延
伸

区
間
に
当
た
る
新
潟
県
津
南
町
、
長
野

県
栄
村
の
古
道
や
歴
史
、
自
然
に
詳
し

い
有
識
者
、
行
政
担
当
者
、
信
越
ト
レ

N
EW
S

地
域
と
人
を
結
ぶ「
信
越
ト
レ
イ
ル
」

苗
場
山
ま
で
延
伸
し
全
長
１
１
０
㎞
に

大
西
宏
志

信
越
ト
レ
イ
ル
の
概
要

日
本
海
か
ら
約
3０
㎞
、
長
野
と
新
潟

の
県
境
に
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
級
の
山

並
み
が
続
く
関せ

き

田だ

山
脈
が
あ
る
。
こ
こ

は
冬
に
は
積
雪
が
８
ｍ
を
超
え
る
、
世

界
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
雪

国
な
ら
で
は
の
特
異
な
自
然
と
文
化
、

そ
し
て
歴
史
が
育
ま
れ
た
里
山
で
あ
る
。

ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
、
か
つ
て
は
信
越
地

域
の
物
資
や
人
の
往
来
が
盛
ん
で
、
戦

国
の
歴
史
に
ゆ
か
り
の
あ
る
13
も
の
峠

道
が
あ
っ
た
。

信
越
ト
レ
イ
ル
は
、
こ
の
関
田
山
脈

の
尾
根
沿
い
に
連
な
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・

ル
ー
ト
で
あ
る
。
国
土
交
通
省（
当
時
は

建
設
省
）
に
よ
る
地
域
連
携
に
関
す
る

調
査
事
業
か
ら
、
新
潟
と
長
野
の
県
境

の
尾
根
沿
い
に
ル
ー
ト
を
造
る
構
想
が

生
ま
れ
た
の
が
２
０
０
０
年
。
０4
年
に

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ

ブ
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
自
然
や
動

植
物
の
調
査
、ル
ー
ト
設
定
、ト
レ
イ
ル

維
持
管
理
の
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
を
経

て
、
斑
尾
山
か
ら
天あ

ま

水み
ず

山
ま
で
の
8０
㎞

が
開
通
し
た
の
が
０8
年
９
月
。
当
時
は

「
ト
レ
イ
ル
」と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
を

聞
き
慣
れ
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
が
、
あ
れ
か
ら
13
年
が
経
過
し
、
国

内
で
は
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
草
分
け
と

し
て
信
越
ト
レ
イ
ル
の
名
前
は
浸
透
し
、

年
間
２
～
３
万
人
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ

る
ま
で
に
成
長
し
た
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
ア
メ
リ
カ
発
祥

の
文
化
で
あ
り
、
そ
の「
道
」は
山
の
頂

上
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

多
種
多
様
な
自
然
や
、
そ
れ
ら
と
共
生

し
て
き
た
地
域
の
文
化
や
歴
史
、
人
々

と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
む
た
め
の
「
歩

く
道
」
と
し
て
、
登
山
と
は
違
っ
た
魅

力
に
溢
れ
て
い
る
。
当
ク
ラ
ブ
の
理
事

で
あ
り
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
で
作
家
の
故

加
藤
則
芳
氏
の
提
唱
に
よ
り
、
そ
の
理

念
を
色
濃
く
受
け
継
い
だ
の
が
信
越
ト

レ
イ
ル
だ
。
豊
か
な
関
田
山
脈
の
自
然

や
豪
雪
地
帯
の
文
化
、
郷
土
の
食
事
な

ど
も
含
め
た「
歩
く
旅
」と
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

長
年
の
夢
だ
っ
た
苗
場
山
へ
の
延
伸

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

●●

●●

●●

●●

●●

●●

斑尾山
1382
斑尾山
1382

赤池赤池
富倉峠富倉峠 とがりのざわおんせんとがりのざわおんせん

野沢温泉野沢温泉

毛無山
1022
毛無山
1022

黒岩山
911
黒岩山
911

仏ケ峰
1140
仏ケ峰
1140

いいやまいいやま

鍋倉山
1289
鍋倉山
1289

関
田
峠

関
田
峠

牧
峠
牧
峠 伏

野
峠

伏
野
峠

野々海峠野々海峠

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲
▲▲

天水山
1088
天水山
1088

苗場山
2145
苗場山
2145

▲▲
▲▲

金城山
1380
金城山
1380

高倉山
1144
高倉山
1144

鳥甲山
2037
鳥甲山
2037

宮野原宮野原

中子中子

つなんつなん

も
り
み
や
の
は
ら

も
り
み
や
の
は
ら

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

中中
津津
川川

貝立山
937

貝立山
937

小赤沢小赤沢

大赤沢大赤沢

結東結東

妙法山
645
妙法山
645

スノー
カントリー
トレイル

スノー
カントリー
トレイル

千千

北竜湖北竜湖

曲曲
川川

飯
山
線
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田
と
苗
場
山
の
眺
望
が
目
の
前
に
広
が

る
。
そ
こ
か
ら
先
は
ま
る
で
北
海
道
の

風
景
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
妙
法
育
成
牧

場
の
横
を
延
々
と
歩
き
、
再
度
、
河
岸

段
丘
を
下
る
と
、〝
秘
境
〟と
呼
ば
れ
る

「
秋
山
郷
」へ
と
踏
み
入
れ
る
。
苛
酷
な

豪
雪
下
の
暮
ら
し
と
独
自
の
雪
国
文
化

が
色
濃
く
残
る
秋
山
郷
は
、
谷
底
に
わ

ず
か
に
あ
る
平
地
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う

に
集
落
が
点
在
し
、
今
で
も
マ
タ
ギ
文

化
が
継
承
さ
れ
る
土
地
で
あ
る
。

苗
場
山
や
鳥と

り

甲か
ぶ
と

山
の
噴
火
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
溶
岩
台
地
で
も
あ
り
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
含
ま
れ
る
、

地
質
的
に
も
非
常
に
面
白
い
エ
リ
ア
で

あ
る
。
秋
山
郷
の
小
赤
沢
集
落
か
ら
標

高
差
１
３
０
０
ｍ
を
登
り
詰
め
る
と
、

信
越
ト
レ
イ
ル
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に

相
応
し
い
、
一
面
の
高
層
湿
原
と
お
花

畑
が
広
が
る
天
空
の
楽
園
、
苗
場
山
頂

へ
と
到
達
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
は

セ
ク
シ
ョ
ン
が
６
区
間
で
あ
っ
た
が
、

新
た
に
４
区
間
が
追
加
さ
れ
、
全
1０
セ

ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

今
後
の
展
望

構
想
段
階
か
ら
21
年
の
歳
月
が
経
過

し
た
。
加
藤
さ
ん
は
、
信
越
ト
レ
イ
ル

は
で
き
る
だ
け
自
然
に
負
荷
を
与
え
な

い「
爪
で
ひ
っ
か
い
た
よ
う
な
道
」造
り

を
提
唱
し
、
重
機
は
使
わ
ず
、
全
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作
業
で
維
持
管

理
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
様
々

な
方
の
想
い
と
汗
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

こ
の
想
い
と
活
動
を
将
来
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
我
々
の
使
命
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
加
藤
さ
ん
の
夢
で
あ
る

西
へ
の
延
伸
計
画
が
次
の
段
階
と
し
て

見
え
て
き
た
。
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公

園
で
は
、
環
境
省
が
主
体
と
な
り
、
新

た
な
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
構
想
が
進
ん
で

い
る
。
雨
飾
山
、斑
尾
山
、戸
隠
山
、妙

高
山
の
頭
文
字
を
取
り
、
そ
の
ト
レ
イ

ル
の
名
称
は「
あ
ま
と
み

0

0

0

0

ト
レ
イ
ル
」と

呼
ぶ
。
今
年
1０
月
に
は
、
長
野
駅
か
ら

戸
隠
高
原
を
抜
け
、
信
越
ト
レ
イ
ル
の

起
点
で
も
あ
る
斑
尾
山
に
至
る
約
9０
㎞

が
つ
な
が
る
予
定
だ
。
今
後
は
さ
ら
に

雨
飾
山
方
面
へ
の
ル
ー
ト
延
伸
も
計
画

さ
れ
て
お
り
、「
あ
ま
と
み
ト
レ
イ
ル
」

と「
信
越
ト
レ
イ
ル
」が
接
続（
連
携
）す

れ
ば
、
西
へ
の
延
伸
計
画
も
そ
う
遠
く

な
い
将
来
に
達
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

◆
延
伸
区
間
が
掲
載
さ
れ
た
「
信
越

ト
レ
イ
ル
公
式
マ
ッ
プ
」④
、『
信
越
ト

レ
イ
ル
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』は
、信
越

ト
レ
イ
ル
公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
求
め
い
た

だ
け
ま
す（w

w
w

.s-trail.net

）。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ

ブ
事
務
局
長
）

イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
が
中
心
と
な
っ
て
、

ル
ー
ト
調
査
、
資
源
調
査
、
地
権
者
確

認
、
集
落
ご
と
の
住
民
説
明
会
な
ど
を

行
な
い
な
が
ら
、
苗
場
山
ま
で
の
延
伸

ル
ー
ト
を
確
定
さ
せ
、
地
域
と
の
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
っ
た
。
ル
ー
ト
確
定

後
は
、
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作

成
、
古
道
の
復
元
作
業
、
道
標
の
設
置

作
業
な
ど
を
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
と
も
に
実
施
し
、
21
年
９
月
25

日
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
苗
場
山
ま

で
の
延
伸
ル
ー
ト
運
用
開
始
を
迎
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
延
伸
に
合
わ
せ
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
が
、Y

outube 

で
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
も
行
な
っ
て
い
る
の
で
、

視
聴
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
ぜ
ひ
ご 

覧
い
た
だ
き
た
い
。（U

R
L

→https://
youtu.be/fG

k1dE
A

K
Z

lE

）

延
伸
区
間
の
見
ど
こ
ろ

今
回
延
伸
さ
れ
た
区
間
は
、
こ
れ
ま

で
の
信
越
ト
レ
イ
ル
に
は
な
い
魅
力
が

多
く
詰
ま
っ
て
い
る
。
既
設
の
ト
レ
イ

ル
を
関
田
山
脈
の
ブ
ナ
林
を
抜
け
る

「
山
の
ス
テ
ー
ジ
」と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
新

設
さ
れ
た
延
伸
区
間
は
、
苗
場
山
麓
の

集
落
と
集
落
を
結
ぶ「
里
の
ス
テ
ー
ジ
」

と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
区
間
だ
ろ
う
。

段
々
に
連
な
る
水
田
を
抜
け
る
農
道

を
通
り
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
・
森
宮
野
原
駅

舎
内
を
抜
け
、日
本
一
の
信
濃
川（
千
曲

川
）を
渡
り
、信
濃
川
が
形
成
し
た
河
岸

段
丘
を
登
る
と
、
そ
こ
に
は
一
面
の
水

苗場山と秋山郷・小赤沢集落　撮影＝©阿部宣彦

トレイルは集落内を歩き、秋山郷の暮らしを垣間見ることができる
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暮
ら
し
て
い
る
所
は
、
こ
の
地
球
上
で

は
ア
ン
デ
ス
の
ほ
か
に
は
ほ
と
ん
ど
例

を
見
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
思
っ
た
。

そ
れ
で
は
、「
な
ぜ
彼
ら
は
こ
ん
な
高

地
で
暮
ら
す
の
か
」、
ま
た「
そ
の
暮
ら

し
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
」、
さ
ら
に「
彼
ら
が
イ
ン
カ
文
明
の

子
孫
で
あ
る
の
な
ら
、
イ
ン
カ
帝
国
が

ア
ン
デ
ス
高
地
で
誕
生
し
た
こ
と
と
高

地
の
暮
ら
し
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」「
も
し
そ
う
な

ら
、
な
ぜ
民
族
学（
文
化
人
類
学
）者
た

ち
は
彼
ら
の
暮
ら
し
を
調
査
し
な
い
の

だ
ろ
う
か
」な
ど
の
疑
問
も
生
ま
れ
た
。

と
は
い
え
、
当
時
の
私
は
民
族
学
を

専
攻
す
る
研
究
者
で
は
な
く
、
農
学
部

の
大
学
院
生
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る

民
族
学
的
な
定
着
調
査
は
で
き
な
か
っ

た
。
こ
う
し
て
、
私
は
大
き
な
決
断
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
農
学
か
ら
足

を
洗
い
、
民
族
学
に
転
向
し
よ
う
か
と

考
え
だ
し
た
の
だ
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

私
は
二
度
に
わ
た
る
ア
ン
デ
ス
で
の
調

査
と
登
山
の
経
験
か
ら
、
自
分
が
本
質

的
に
実
験
室
の
研
究
者
で
は
な
く
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
向
い
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
か
ら
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
何
を
お
い

て
も
博
士
論
文
を
完
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
は
登
山

も
諦
め
、全
力
を
研
究
に
投
入
し
た
。そ

の
お
陰
で
１
９
７
８
年
９
月
に
は
論
文

が
完
成
し
た
の
で
、
そ
れ
を
大
学
に
提

出
、
ま
た
農
学
か
ら
民
族
学
に
転
向
し

た
。
そ
の
後
す
ぐ
の
９
月
末
に
は
ア
ン

デ
ス
に
向
か
っ
た
。ほ
か
で
も
な
い
、ア

ン
デ
ス
高
地
で
先
住
民
の
人
た
ち
と
一

緒
に
暮
ら
し
て
、
民
族
学
の
調
査
を
開

始
す
る
た
め
だ
。
そ
の
調
査
地
と
し
て

選
ん
だ
所
こ
そ
は
、
か
つ
て
イ
ン
カ
帝

国
の
中
心
地
で
あ
っ
た
ク
ス
コ
地
方
で

あ
っ
た
。
こ
れ
で
よ
う
や
く
イ
ン
カ
の

末
裔
た
ち
と
暮
ら
す
夢
が
実
現
し
た
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
ア
ン
デ
ス
調
査
の
後
も
私
は
メ

キ
シ
コ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ベ
ッ
ト
、
そ

し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
高
地
で
も
山
岳
民
族

の
調
査
を
何
度
も
行
な
っ
た
。
そ
の
成

果
を
ア
ン
デ
ス
で
の
調
査
結
果
と
比
較

し
て
、
高
地
に
お
け
る
人
々
の
暮
ら
し

を
よ
り
深
く
知
ろ
う
と
し
た
の
だ
。
近

刊
の
拙
著
『
高
地
文
明
』（
中
公
新
書
、

２
０
２
１
年
６
月
、
定
価
＝
本
体
１
０

５
０
円
＋
税
）
は
、
こ
れ
ら
の
山
岳
地

域
に
お
け
る
環
境
と
人
々
の
関
係
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ご
関
心
の

あ
る
方
に
は
、
お
目
通
し
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

（
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
、
第

８
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
受
賞
者
）

著
者
、
自
著
を
語
る

ア
ン
デ
ス
に
魅
せ
ら
れ
て
50
年

山
本
紀
夫

ア
ン
デ
ス
や
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
南
ア

メ
リ
カ
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
5０

年
余
り
た
っ
た
。
こ
の
間
に
私
が
ア
ン

デ
ス
に
通
っ
た
回
数
は
5０
回
余
り
、
現

地
で
の
滞
在
日
数
も
十
数
年
に
な
る
。

そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
会
い
こ
そ

は
、
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
で
の
登
山

で
あ
っ
た
。
１
９
７
０
年
９
月
の
こ
と

だ
。
こ
の
前
年
に
、
私
は
初
め
て
ア
ン

デ
ス
の
土
地
を
踏
ん
だ
が
、
そ
れ
は
京

都
大
学
の
学
術
調
査
隊
で
あ
っ
た
た
め
、

登
攀
用
具
な
ど
を
持
参
し
て
い
た
が
、

調
査
に
忙
し
く
て
登
山
の
機
会
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
帰
国
し
た
翌
年

の
ア
ン
デ
ス
登
山
隊
に
参
加
し
て
、
再

び
ア
ン
デ
ス
に
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
登
山
隊
で
は
、
念
願
で
あ
っ
た

未
踏
峰
に
も
登
る
こ
と
が
で
き
た
。
ペ

ル
ー
と
ボ
リ
ビ
ア
の
国
境
近
く
に
あ
る
、

テ
ィ
テ
ィ
カ
カ
湖
畔
に
そ
び
え
る
レ
ア

ル
山
群
中
の
ハ
ン
コ
ラ
ー
ヤ
（
５
５
４

５
ｍ
）で
あ
っ
た
。こ
の
山
は
美
し
い
氷

壁
に
護
ら
れ
た
独
立
峰
で
、
Ｂ
Ｃ
か
ら

東
京
外
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
竹
下
孝
哉
氏

と
ふ
た
り
で
氷
河
を
横
切
り
、
雪
稜
を

た
ど
っ
て
午
後
、
頂
上
に
達
し
た
。
９

月
23
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、こ

の
下
山
中
に
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
っ

た
の
だ
。

私
た
ち
ふ
た
り
は
ザ
イ
ル
を
背
に
、

カ
ラ
ビ
ナ
や
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
を
腰
に

着
け
、
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
音
を
立
て
て
下

山
し
て
い
っ
た
。
雪
は
標
高
５
０
０
０

ｍ
く
ら
い
で
消
え
、
そ
こ
を
し
ば
ら
く

下
る
と
草
原
地
帯
に
な
っ
て
く
る
。
そ

こ
で
ひ
と
り
の
イ
ン
デ
ィ
オ
の
男
性
に

出
会
っ
た
。
ア
ン
デ
ス
特
産
の
リ
ャ
マ

や
ア
ル
パ
カ
の
放
牧
の
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
高
地
で
の
人
の
出
現
に
私
は
大

変
驚
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
突
然
の
私
た

ち
の
出
現
に
彼
の
方
も
驚
い
た
よ
う
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
私
た
ち
は
驚

い
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
私
た
ち
が

完
全
装
備
だ
と
い
う
の
に
、
彼
は
素
足

に
古
タ
イ
ヤ
を
再
利
用
し
た
サ
ン
ダ
ル

を
履
き
、
脛
の
短
い
ズ
ボ
ン
を
は
い
て

い
た
か
ら
だ
。
そ
こ
は
も
う
ア
ン
デ
ス

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
放
牧
の
世
界
、

日
常
の
世
界
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
私
に
は
い
く
つ
も
の
疑
問

が
生
ま
れ
て
き
た
。
ま
ず
、「
標
高
５
０

０
０
ｍ
に
近
い
高
地
で
人
が
日
常
的
に
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『
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂　

１
９
７
０
年
の

記
録
』を
上
映
。テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
も

の
を
11
分
に
ま
と
め
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
、
貴
重
な
記
録
に
じ
っ
と
見
入
る

参
加
者
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

メ
イ
ン
の
ト
ー
ク
・
イ
ベ
ン
ト
は
２

つ
。「
初
登
頂
へ
の
思
い
」
と
題
し
て
、

第
２
次
登
頂
者
で
あ
る
平
林
克
敏
会
員

に
、
同
じ
登
山
隊
員
の
ひ
と
り
、
神
﨑

忠
男
会
員
が
聞
き
手
と
な
っ
て
話
を
引

き
出
し
て
も
ら
っ
た
。
登
頂
時
の
感
想

や
亡
く
な
っ
た
成
田
潔
思
隊
員
の
思
い

出
な
ど
が
語
ら
れ
、
平
林
会
員
が
担
当

し
て
い
た
輸
送
の
大
変
さ
や
、
酸
素
マ

ス
ク
の
改
良
な
ど
話
は
尽
き
な
か
っ
た
。

登
山
隊
の
半
数
以
上
の
隊
員
が
亡
く
な

ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
貴
重
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
参
加
者

に
は
得
難
い
体
験
と
な
っ
た
。

ト
ー
ク
・
イ
ベ
ン
ト
の
２
つ
目
は
、

「
登
頂
ル
ー
ト
と
装
備
・
技
術
の
変
遷
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、１
９
８
０
年
、Ｊ
Ａ

Ｃ
北
壁
隊
の
登
頂
隊
員
だ
っ
た
重
廣
恒

夫
会
員
に
講
演
し
て
も
ら
っ
た
。
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
、
初
登
頂

時
の
南
東
稜
を
は
じ
め
主
要
な
ル
ー
ト

を
紹
介
。
続
い
て
登
山
装
備
で
は
、
１

９
２
４
年
と
２
０
１
９
年
の
装
備
の
進

展
状
況
を
比
較
、
酸
素
ボ
ン
ベ
の
軽
量

化
や
登
山
靴
、
防
寒
着
な
ど
装
備
の
変

遷
が
紹
介
さ
れ
た
。
な
か
で
も
登
頂
者

数
の
急
増
や
集
中
化
な
ど
、
多
角
的
に

エ
ベ
レ
ス
ト
を
俯
瞰
で
き
る
よ
う
な
構

成
で
、
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
た
。

２
部
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
黒
田
征
太

郎
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ「
壁
」は
、
３
枚
の
大
き
な
白
い
キ
ャ

ン
バ
ス
に
そ
の
場
で
イ
メ
ー
ジ
し
た
画

を
描
く
と
い
う
も
の
。
同
時
に
、
地
元

出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｂ
Ｕ　

Ｎ
Ｉ
さ

ん
に
よ
る
キ
ー
ボ
ー
ド
の
生
演
奏
や
、

俳
優
の
市
毛
良
枝
さ
ん
に
よ
る
「
エ
ベ

レ
ス
ト
に
埋
め
た
写
真
」の
朗
読
な
ど
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

翌
17
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
だ

っ
た
が
、
地
元
山
岳
会
お
よ
び
関
西
支

部
の
4０
人
は
、
植
村
直
己
ゆ
か
り
の
蘇

武
岳
へ
登
山
。
滑
り
や
す
い
登
山
道
に

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
、
な
ん
と

か
無
事
に
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
た

植
村
直
己
冒
険
館
で
は
、
４
月
2０
日
か

ら
1０
月
19
日
ま
で
「
写
真
で
振
り
返
る

日
本
人
の
エ
ベ
レ
ス
ト
展
」
を
同
時
に

開
催
。
会
場
に
は
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上

の
石
や
登
山
ル
ー
ト
が
表
示
さ
れ
た
大

き
な
模
型
、
山
の
成
り
立
ち
な
ど
も
展

示
さ
れ
て
、
多
く
の
入
館
者
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
た
。

REPO
RT

「
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
50
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
豊
岡
市
で
や
っ
と
開
催

神
長
幹
雄

「
１
９
７
０
年
５
月
11
日
午
前
９
時
1０

分
、
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
し
た
松
浦

輝
夫
と
植
村
直
己
は
、
日
本
人
と
し
て

初
め
て
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登

頂
し
ま
し
た
。
快
晴
の
な
か
、
２
人
は

並
ぶ
よ
う
に
し
て
登
頂
し
た
と
い
い
ま

す
。」

「
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
5０
周
年
記
念
フ
ォ

ー
ラ
ム
」の
チ
ラ
シ
に
書
か
れ
た
、日
本

人
初
登
頂
の
様
子
で
あ
る
。
こ
の
翌
日

に
は
、
平
林
克
敏
隊
員
と
サ
ー
ダ
ー
の

チ
ョ
タ
レ
イ
が
第
２
登
に
も
成
功
、
当

時
は
大
変
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

こ
の
日
本
人
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂

に
、
こ
こ
２
年
ほ
ど
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
。
昨
年
の『
山
岳
』第
１
１
５
年

（
２
０
２
０
年
）に
は
、巻
頭
で「
エ
ベ
レ

ス
ト
登
頂
5０
周
年
」
の
記
事
を
１
０
０

ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
特
集
し
た
。
そ
し

て
、
本
来
な
ら
発
刊
の
直
前
、
5０
周
年

の
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
る
は

ず
だ
っ
た
。し
か
し
、５
月
９
日
の
開
催

予
定
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
急
遽
延
期
。
翌
年
な

ら
終
息
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
再
度
予

定
し
た
21
年
４
月
24
日
も
収
ま
る
気
配

が
見
え
ず
、
ま
た
延
期
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
た
２

年
間
だ
っ
た
。

「
３
度
目
の
正
直
」と
な
る
1０
月
16
日
、

兵
庫
県
豊
岡
市
の
日
高
文
化
体
育
館
で

「
講
演
と
映
画
の
集
い
」と
銘
打
っ
た
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
無
事
開
催
さ
れ
た
。近

隣
の
豊
岡
市
民
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
関
西

支
部
員
も
加
わ
り
、
約
３
０
０
人
が
参

加
し
て
く
れ
た
。

古
野
淳
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
映
像

平林会員と神﨑会員による、半世紀前の登山を振り返るトーク
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札
幌
、
長
野
、
東
京
、
名
古
屋
、
函
館
、

青
森
、
甲
府
、
豊
橋
、
松
本
、
名
古
屋

と
転
勤
し
、
東
日
本
全
域
を
登
る
。
２

０
１
６
年
1０
月
、『
冒
険
登
山
の
す
す

め
』（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
）を
上
梓
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト「
ヤ
マ
レ
コ
」に
全
て
の

登
山
記
録
を
登
録
、
人
気
を
博
す
。
ま

た「
イ
グ
ル
ー
ス
キ
ー
米
山
」と
し
て
イ

グ
ル
ー
技
術
を
講
演
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹

介
し
て
い
る
。
そ
の
筋
の
フ
ァ
ン
も
多

い
。
演
題
は
「
北
海
道
式
の
山
の
登
り

方　

北
の
山
へ
の
誘
い
―
北
の
山
の
イ

グ
ル
ー
技
術
考
察
」。

清
水
克
宏
氏
。
１
９
５
８
年
大
垣
市

生
ま
れ
。
日
本
全
国
８
０
０
以
上
の
山

や
海
外
の
山
に
も
登
山
、
大
垣
山
岳
協

会
常
任
理
事
。約
５
年
間
を
か
け
て
、岐

阜
県
の
全
４
５
４
山
の
う
ち
道
な
き
山

を
多
数
含
む
２
０
０
山
余
り
を
踏
査
し
、

２
０
２
１
年
５
月
『
森
の
国
水
の
国　

岐
阜
百
秀
山
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）を

上
梓
。
演
題
は
「
京
都
の
岳
人
が
拓
い

た
奥
美
濃
の
道
な
き
山
の
今
―『
森
の

国
水
の
国　

岐
阜
百
秀
山
』
出
版
に
あ

た
っ
て
」。

本
講
演
は
予
定
ど
お
り
の
日
時
に
、

同
志
社
大
学
山
岳
会
の
ご
尽
力
に
よ
り

同
大
新
島
会
館
で
開
催
し
た
。
参
加
者

は
55
名
だ
っ
た
。

米
山
悟
氏
の
講
演
は
北
大
山
岳
部
の

伝
統
の
中
で
培
っ
た「
イ
グ
ル
ー
登
山
」

の
話
。
確
か
に
雪
山
で
重
い
テ
ン
ト
を

捨
て
イ
グ
ル
ー
に
切
り
替
え
る
と
、
そ

の
分
の
装
備
も
軽
量
化
で
き
、
行
動
範

囲
も
広
が
る
。
ま
た
、
雪
洞
よ
り
も
イ

グ
ル
ー
は
「
お
お
む
ね
3０
㎝
以
上
の
少

な
い
雪
」
で
設
営
で
き
る
の
が
利
点
で

あ
る
。

清
水
克
宏
氏
の
講
演
は
「
奥
美
濃
の

山
の
今
」
に
つ
い
て
の
話
。
岐
阜
の
山

に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
て
紹
介
し
た
も
の

は『
ぎ
ふ
百
山
』（
１
９
７
５
年
、
岐
阜

県
山
岳
連
盟
・
編
集
）が
あ
る
が
、
45
年

ぶ
り
と
な
る
の
が
清
水
氏
の
新
著
。
残

雪
期
に
し
か
た
ど
り
着
け
な
い
山
も
多

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

結
局
、「
野
生
の
山
」と
は
何
か
。
米

山
氏
は
地
下
足
袋
を
愛
用
し
て
い
る
。

登
山
靴
と
違
い
小
さ
な
石
に
も
敏
感
に

な
る
。
そ
の
分
、
自
然
と
一
体
に
な
れ

る
。清
水
氏
の
道
な
き
岐
阜
の
山
も
、道

が
な
け
れ
ば
残
雪
期
に
た
ど
り
着
け
ば

良
い
と
い
う
考
え
方
だ
。
山
は
そ
こ
に

あ
り
、
山
の
動
物
た
ち
は
自
由
に
動
き

回
っ
て
い
る
。
人
も
し
か
り
。
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
本
来
の
野
生
動
物

と
し
て
の
ヒ
ト
の
本
能
を
蘇
ら
せ
て
楽

し
む
の
も
、
ま
た
登
山
で
あ
る
と
思
っ

た
。

（
京
都
・
滋
賀
支
部
事
務
局
長
）

REPO
RT

「
野
生
の
山
へ
～
北
海
道
の
山
・
奥
美
濃
の
山
」

講
演
会
を
開
催

京
都
・
滋
賀
支
部　

伊
原
哲
士

今
年
６
月
に
、
旧
関
西
学
生
山
岳
連

盟
時
代
の
山
仲
間
で
あ
る
片
岡
泰
男
氏

（
東
海
支
部
所
属
）か
ら
面
白
い
情
報
が

舞
い
込
ん
だ
。
現
・
東
海
支
部
技
術
向

上
委
員
会
委
員
長
の
清
水
克
宏
氏
が
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版
か
ら『
岐
阜
百
秀
山
』を

上
梓
し
た
と
い
う
。
京
都
・
滋
賀
支
部

で
も
、
ぜ
ひ
と
も
清
水
氏
の
新
著
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
、
紹
介
し
た

い
と
思
っ
た
。

問
題
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
だ
っ
た
。
正
直
、
講
演
会
の
開

催
を
決
め
た
６
月
時
点
で
は
開
催
で
き

る
か
ど
う
か
は
予
測
が
つ
か
な
か
っ
た
。

ま
た
、
公
共
の
会
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
突
然
、
閉

館
に
な
る
懸
念
も
あ
っ
た
。
初
代
南
極

越
冬
隊
長
で
元
・
日
本
山
岳
会
会
長
の

西
堀
榮
三
郎
さ
ん
は
、「
困
難
な
こ
と

を
や
る
と
き
は
、
や
る
か
や
ら
な
い
か

を
先
に
決
め
て
行
動
す
る
と
良
い
」
と

言
っ
て
い
た
。
片
岡
氏
と
協
議
し
て
、

「
や
り
た
い
」と
決
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

支
部
や
関
係
先
に
相
談
し
、
日
時
は
1０

月
16
日
㈯
と
決
ま
っ
た
。

時
間
も
少
し
取
れ
る
の
で
、「
イ
グ

ル
ー
登
山
」
な
ど
で
若
手
の
岳
人
に
人

気
の
あ
る
、
北
海
道
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ

の
米
山
悟
氏
に
も
講
演
を
お
願
い
し
、

結
果
と
し
て
は
清
水
氏
と
の
二
部
構
成

で
、中
身
の
濃
い
講
演
会
と
な
っ
た
。講

演
の
タ
イ
ト
ル
は
「
野
生
の
山
へ
～
北

海
道
の
山
・
奥
美
濃
の
山
」、
講
演
者
の

略
歴
と
演
題
は
次
の
と
お
り
。

米
山
悟
氏
。
１
９
６
４
年
松
本
市
生

ま
れ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
山
岳
カ
メ
ラ
マ
ン
。

第２部講演の清水克宏氏 第1部講演のイグルースキー米山氏
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殊
な
森
林
植
生
を
持
つ
こ
と
、
亜
熱
帯

か
ら
冷
温
帯
・
亜
高
山
帯
に
及
ぶ
植
生

の
垂
直
分
布
が
あ
り
、
ま
さ
に
日
本
列

島
の
縮
図
と
も
言
わ
れ
る
植
生
が
あ
る

こ
と
、
世
界
的
に
も
減
少
傾
向
に
あ
る

照
葉
樹
の
原
生
林
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
登
録
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
屋
久
島
全
体
が
世
界
遺
産
地

域
で
は
な
く
、
登
録
範
囲
は
島
の
約
21

％
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア

は
過
去
に
人
の
手
が
入
っ
て
い
る
。
江

戸
時
代
以
降
長
く
続
い
た
伐
採
の
歴
史

が
あ
り
、
３
０
０
年
以
上
の
年
月
を
か

け
て
極
相
林
に
至
っ
た
エ
リ
ア
を
中
心

に
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

主
な
山
の
登
山
ガ
イ
ド

▲
宮
之
浦
岳
・
縄
文
杉
・
白
谷
雲
水
峡

を
巡
る
コ
ー
ス（
１
泊
２
日
）

淀
川
登
山
口
～
黒
味
岳
～
宮
之
浦
岳

～
永
田
岳
～
新
高
塚
小
屋（
泊
）～
縄
文

杉
～
白
谷
雲
水
峡

１
日
目
。
淀
川
登
山
口
は
標
高
１
３

６
０
ｍ
。
屋
久
杉
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
を
中

心
と
し
た
針
広
混
交
林
の
森
を
歩
く
。

淀
川
小
屋
周
辺
か
ら
世
界
遺
産
登
録
エ

リ
ア
に
入
り
、
淀
川
の
清
流
を
渡
る
と

本
格
的
に
山
登
り
が
始
ま
る
。
高
度
を

上
げ
る
と
周
り
の
木
々
も
徐
々
に
背
の

低
い
も
の
が
増
え
て
く
る
。
高
盤
岳
ト

ー
フ
岩
の
奇
岩
を
眺
め
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
日
本
で
は
最
南
端
に
あ
る
高
層
湿

原
で
あ
る
小
花
之
江
河ご

う

、
花
之
江
河
に

至
る
。
こ
こ
か
ら
15
分
ほ
ど
で
黒く

ろ

味み

別

れ
。
黒
味
岳（
１
８
３
１
ｍ
）山
頂
ま
で

往
復
１
時
間
半
ほ
ど
。
屋
久
島
で
６
番

目
に
高
い
山
で
、
山
頂
か
ら
は
宮
之
浦

岳
へ
の
主
稜
線
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

高
山
植
物
も
非
常
に
多
い
山
だ
。

黒
味
別
れ
に
戻
り
、
黒
味
岳
東
斜
面

を
ト
ラ
バ
ー
ス
。
ロ
ー
プ
が
懸
か
る
道

を
進
み
、
小
さ
い
沢
を
渡
る
と
投な

げ

石し

平
。

晴
天
時
は
宮
之
浦
岳
、
永
田
岳
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
投
石
平
か
ら
15
分

ほ
ど
で
森
林
限
界
の
世
界
へ
。
こ
こ
か

ら
は
投
石
岳
・
安
房
岳
・
翁
岳
の
中
腹

を
ト
ラ
バ
ー
ス
。
６
月
上
旬
は
ヤ
ク
シ

マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
咲
き
乱
れ
、
天
空
の

お
花
畑
に
な
る
。
宮
之
浦
岳
山
頂
ま
で

１
㎞
地
点
か
ら
は
最
後
の
急
坂
。
栗く

り

生お

岳
山
頂（
１
８
６
７
ｍ
）を
経
て
宮
之
浦

岳
山
頂
へ
。
山
頂
は
双
耳
峰
と
な
っ
て

お
り
西
峰
が
山
頂
。

宮
之
浦
岳
山
頂
は
九
州
で
一
番
高
い

所
。
好
天
時
は
太
平
洋
、
東
シ
ナ
海
の

み
な
ら
ず
、
九
州
南
部
の
開
聞
岳
、
種

子
島
、
口
之
永
良
部
島
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
。
山
頂
か
ら
わ
ず
か
に
永
田

岳
方
面
に
降
り
る
と
大
き
な
岩
が
あ
り
、

裏
側
に
回
り
込
む
と
祠
（
天
正
14
年
建

連
載
■
島
の
山
旅
へ
の
誘
い
�

屋
久
島

　
　

宮
之
浦
岳
、
太
忠
岳
、
モ
ッ
チ
ョ
ム
岳
な
ど

渡
邊
太
郎

屋
久
島
の
山
概
説

屋
久
島
は
、
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
の

南
端
で
あ
る
佐
多
岬
よ
り
約
6０
㎞
の
洋

上
に
浮
か
ぶ
、
周
囲
約
１
３
０
㎞
の
ほ

ぼ
円
形
の
島
で
あ
る
。
島
の
中
心
部
に

は
九
州
最
高
峰
の
宮
之
浦
岳
（
１
９
３

６
ｍ
）
の
み
な
ら
ず
１
８
０
０
ｍ
を
超

え
る
山
が
ほ
か
に
７
座
も
あ
り
、
島
そ

の
も
の
が
山
岳
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
さ
ら
に
、
屋
久
島
の
近
海
を
流

れ
る
黒
潮
か
ら
水
蒸
気
の
供
給
を
受
け

た
空
気
が
山
の
斜
面
を
上
昇
、
雲
が
発

生
し
、
世
界
有
数
の
多
雨
地
帯
を
形
成

し
て
い
る
。
そ
の
影
響
で
、
樹
齢
７
２

０
０
年
と
も
言
わ
れ
る
縄
文
杉
を
代
表

と
す
る
、
緑
豊
か
な
森
が
育
ま
れ
た
。

一
方
、
屋
久
島
は
南
の
島
と
は
い
え

冬
季
に
は
多
く
の
積
雪
が
あ
る
。
年
に

よ
っ
て
は
宮
之
浦
岳
山
頂
部
で
は
積
雪

が
数
ｍ
に
も
及
ぶ
。
宮
之
浦
岳
や
縄
文

杉
な
ど
屋
久
島
の「
奥
岳
」と
称
さ
れ
る

深
部
を
縦
走
す
る
登
山
適
期
は
、
３
月

か
ら
11
月
と
な
っ
て
い
る
。
山
頂
付
近

は
森
林
限
界
の
世
界
で
、
高
木
は
少
な

く
日
差
し
が
直
接
体
に
射
す
厳
し
い
環

境
と
な
る
。
真
夏
の
登
山
は
体
力
を
消

耗
す
る
た
め
避
け
、
春（
４
～
５
月
）ま

た
は
秋（
９
～
11
月
）が
お
勧
め
だ
。
な

お
、
毎
年
５
月
後
半
～
６
月
上
旬
に
は

ヤ
ク
シ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
花
期
を
迎
え

る
の
で
、
こ
ち
ら
も
見
逃
せ
な
い
。

屋
久
島
は
１
９
９
３
年
12
月
に
、
白

神
山
地
と
と
も
に
日
本
初
の
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
登
録
は
、
樹
齢

数
千
年
の
ヤ
ク
ス
ギ
な
ど
の
極
め
て
特

平石岩屋から見た宮之浦岳（右）と翁岳
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前
に
現
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
尾
根
を
東

側
に
乗
り
越
え
る
と
第
２
展
望
台
。
今

度
は
屋
久
島
一
番
の
流
域
面
積
を
誇
る

安
房
川
の
谷
を
見
渡
せ
る
。
こ
こ
か
ら

さ
ら
に
高
度
を
下
げ
る
と
第
１
展
望
台

を
経
て
新
高
塚
小
屋
に
到
着
す
る
。

２
日
目
。
新
高
塚
小
屋
か
ら
１
時
間

半
ほ
ど
歩
く
と
高
塚
小
屋
、
縄
文
杉
と

な
る
。
１
９
６
６（
昭
和
41
）年
、
役
場

勤
務
の
岩
川
貞
次
氏
に
よ
り
世
に
広
め

ら
れ
た
、
屋
久
島
を
代
表
す
る
屋
久
杉

だ
。
推
定
樹
齢
２
１
７
０
～
７
２
０
０

年
。
胸
高
周
囲
16
・
４
ｍ
あ
り
、
現
在

確
認
さ
れ
て
い
る
屋
久
杉
の
中
で
は
最

も
太
い
。
縄
文
杉
か
ら
さ
ら
に
進
む
と

夫
婦
杉
、
大
王
杉
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
株
を

経
て
森
林
軌
道
に
至
る
。
以
前
は
伐
採

し
た
屋
久
杉
を
運
搬
す
る
た
め
に
使
わ

れ
て
い
た
軌
道
だ
が
、
現
在
は
主
に
山

小
屋
の
屎
尿
搬
出
や
緊
急
時
用
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
軌
道
を
１
時
間
ほ

ど
歩
く
と
楠
川
別
れ
。
白
谷
雲
水
峡
の

辻
峠
ま
で
は
高
度
差
約
３
０
０
ｍ
。
辻

峠
か
ら
太
鼓
岩
ま
で
往
復
3０
分
。
太
鼓

岩
か
ら
は
歩
い
て
き
た
縦
走
路
が
見
渡

せ
る
。
白
谷
雲
水
峡
で
は
、
苔
が
一
面

に
広
が
っ
た
景
色
を
楽
し
め
る
。

▲
太
忠
岳

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
～
太
忠
岳
往
復

屋
久
島
随
一
、
針
葉
樹
の
天
然
林
の

森
を
歩
き
、
山
頂
に
立
つ
天
柱
石
を
目

指
す（
所
要
７
時
間
）。

太た

忠ち
ゅ
う

岳（
１
４
９
７
ｍ
）は
、
安
房
集

落
の「
岳
参
り
」の
山
で
、
山
頂
に
特
徴

的
な
花
崗
岩
の
柱「
天
柱
石
」が
そ
そ
り

立
っ
て
い
る
。太
忠
岳
の
登
山
口
は
、安

房
か
ら
車
で
4０
分
の
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
。

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
入
り
口
か
ら
杉
の
天

然
林
と
苔
が
美
し
い
森
が
続
く
。
特
に

「
天
文
の
森
」と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
は
杉

林
が
美
し
く
、
樹
齢
約
２
０
０
０
年
の

釈
迦
杉
も
見
応
え
が
あ
る
。
さ
ら
に
急

登
を
登
り
切
る
と
太
忠
岳
山
頂
へ
。
山

頂
に
立
つ
天
柱
石
は
約
4０
ｍ
の
一
枚
岩

で
大
迫
力
。
山
頂
か
ら
は
展
望
が
す
ば

ら
し
く
、
愛
子
岳
や
安
房
集
落
が
望
め
、

さ
ら
に
奥
を
望
む
と
種
子
島
も
遠
望
で

立

一
品
宝
壽
大
権
現
）が
あ
る
。こ
こ

か
ら
宮
之
浦
岳
北
斜
面
を
下
る
と
焼
野

三
叉
路
。
永
田
岳
と
新
高
塚
方
面
の
分

岐
点
で
あ
る
。
永
田
岳
山
頂
ま
で
は
往

復
２
時
間
強
。
永
田
岳
山
頂
か
ら
は
、

荒
々
し
い
岩
峰
で
あ
る
障
子
岳
を
望
む

こ
と
が
で
き
る
。

焼
野
三
叉
路
に
戻
り
、
平
石
を
経
て

平
石
岩
屋
ま
で
は
、
多
少
の
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
は
あ
る
も
の
の
屋
久
島
の
天
上
世

界
を
楽
し
め
る
。
平
石
岩
屋
の
岩
を
登

る
と
宮
之
浦
岳
、
永
田
岳
を
一
望
で
き

る
最
高
の
休
憩
場
所
。
岩
屋
か
ら
急
坂

を
下
る
と
徐
々
に
森
林
限
界
の
世
界
か

ら
再
び
森
の
世
界
へ
。
低
木
の
森
を
し

ば
ら
く
歩
く
と
宮
之
浦
渓
谷
の
開
け
た

景
色
が
広
が
り
、
巨
大
な
岩
、
ビ
ャ
ク

シ
ン
岳（
通
称
・
坊
主
岩
）が
突
然
目
の

安房港安房港

ヒヤセヒヤセ

コ
ウ
モ
リ
ノ
鼻

コ
ウ
モ
リ
ノ
鼻

屋
久
島
空
港

屋
久
島
空
港

屋 久 島屋 久 島

塩屋崎塩屋崎

浦
崎
浦
崎

黒
崎
黒
崎

栗生港栗生港

ヤーブゼヤーブゼ

ナカノケーモイナカノケーモイ

大
川
の
滝

大
川
の
滝

永田岬永田岬 四瀬ノ鼻四瀬ノ鼻

せんろく鼻せんろく鼻

矢筈崎矢筈崎

塚崎塚崎
宮之浦港宮之浦港

雲雲水水峡峡谷谷白白

白谷山荘白谷山荘新高塚小屋新高塚小屋
小小杉杉谷谷

尾立ダム尾立ダム

鹿之沢小屋鹿之沢小屋

縄
文
杉

縄
文
杉

鹿
児
島
へ

鹿
児
島
へ

永田港永田港

ニガナダケニガナダケ
尾之間港尾之間港

カマゼノ鼻カマゼノ鼻

平内海中
温泉

平内海中
温泉

尾之間温泉尾之間温泉

宮之浦岳
1936

宮之浦岳
1936

黒味岳
1831

黒味岳
1831

花之江河花之江河

淀川小屋淀川小屋

七五岳
1488

七五岳
1488 ジンネム高盤岳

1734
ジンネム高盤岳

1734 割石岳
1410

割石岳
1410

モッチョム岳
940

モッチョム岳
940

千尋滝千尋滝
破沙岳
1259

破沙岳
1259

太忠岳
1497

太忠岳
1497

愛子岳
1235
▲

愛子岳
1235
▲▲▲

高塚山
1396

高塚山
1396

吉田岳
1165
▲

吉田岳
1165
▲

宮宮

永永田田川川

安安房房川川

之之
浦浦 川川

▲▲

坪切岳
1409

坪切岳
1409

船行前岳
944
▲

船行前岳
944
▲

▲▲

尾立岳
1061

尾立岳
1061

▲▲
▲▲

▲▲

永田岳
1886

永田岳
1886

国割岳
1323
▲

国割岳
1323
▲

 

口
永良

部
島

へ

種子島へ

▲

▲

▲
▲

▲

太忠岳のシンボルとなっている、花崗岩塔の天柱石
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０
０
円
）
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
。
こ
の
協
力
金
は
、
自
然
環
境
へ

の
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
ト
イ
レ
や

登
山
道
な
ど
の
適
切
な
管
理
等
を
行
な

う
た
め
の
協
力
金
で
あ
る
。

【
屋
久
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
】　

屋
久
島
へ
入
る
手
段
は
空
路
と
海
路
。

そ
れ
ぞ
れ
繁
忙
期
、
閑
散
期
で
便
数
が

変
更
す
る
。

空
路
は
鹿
児
島
空
港
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｃ

（
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
）が
１
日
数

便（
所
要
時
間
3０
分
）、大
阪
伊
丹
空
港
・

福
岡
空
港
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
日
１
便
あ

る
（
所
要
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
半

前
後
）。

海
路
は
鹿
児
島
南
埠
頭
よ
り
高
速
船

（
ト
ッ
ピ
ー
、
種
子
屋
久
高
速
船
㈱
）と

フ
ェ
リ
ー
屋
久
島
２（
折
田
汽
船
㈱
）。

高
速
船（
ト
ッ
ピ
ー
）が
鹿
児
島
南
埠

頭
よ
り
１
日
数
便
。
宮
之
浦
港
・
安
房

港
に
到
着
す
る
便
が
あ
る
。
所
要
時
間

は
直
行
便
だ
と
１
時
間
4０
分
ほ
ど
。
指

宿
・
種
子
島
経
由
に
な
る
と
２
時
間
半
。

フ
ェ
リ
ー
屋
久
島
２
は
鹿
児
島
南
埠

頭
を
朝
８
時
半
に
出
港
し
、
屋
久
島
に

到
着
す
る
の
が
12
時
半
（
約
４
時
間
）。

１
時
間
ほ
ど
停
泊
し
、
13
時
半
に
鹿
児

島
に
向
け
て
出
港
す
る
。

【
主
要
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
】

＊
荒
川
登
山
口
（
縄
文
杉
へ
の
玄
関

口
）
＝
３
月
か
ら
11
月
ま
で
は
一
般
車

両
乗
り
入
れ
禁
止
の
た
め
、
安
房
の
屋

久
杉
自
然
館
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
か
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
島
内
観
光
案
内
所
で

購
入
が
可
能
。
屋
久
杉
自
然
館
ま
で
は

レ
ン
タ
カ
ー
も
し
く
は
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
か
、
路
線
バ
ス（
北
回
り
、
南
回

り
そ
れ
ぞ
れ
１
便
の
み
）を
利
用
す
る
。

12
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
は
、
一
般
車

両
で
も
荒
川
登
山
口
ま
で
通
行
可
能
だ

が
、
路
面
凍
結
時
は
注
意
が
必
要
。

＊
淀
川
登
山
口
（
宮
之
浦
岳
へ
の
玄

関
口
）＝
通
年
、一
般
車
両
乗
り
入
れ
可

能
。
レ
ン
タ
カ
ー
や
タ
ク
シ
ー
で
登
山

口
ま
で
行
く
こ
と
も
可
能
で
、
安
房
集

落
よ
り
5０
分
。
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る

方
は
、
淀
川
登
山
口
手
前
の
紀
元
杉
ま

で
。
紀
元
杉
か
ら
淀
川
登
山
口
ま
で
は

徒
歩
で
約
3０
分
。
バ
ス
の
便
数
も
少
な

い
の
で
、事
前
の
時
間
確
認
が
必
要
。早

朝
便
な
し
。

＊
白
谷
雲
水
峡
＝
通
年
、
一
般
車
両

乗
り
入
れ
可
能
。
レ
ン
タ
カ
ー
や
タ
ク

シ
ー
で
登
山
口
ま
で
行
く
こ
と
も
可
能
。

宮
之
浦
集
落
よ
り
約
2０
分
。
路
線
バ
ス

も
運
行
し
て
い
る
が
、
便
数
は
少
な
い

の
で
事
前
の
時
間
確
認
が
必
要
。

（
公
益
社
団
法
人
・
日
本
山
岳
ガ
イ
ド

協
会
理
事
、
屋
久
島
町
在
住
）

き
る
。

▲
モ
ッ
チ
ョ
ム
岳

千せ
ん

尋ぴ
ろ

滝
駐
車
場
～
モ
ッ
チ
ョ
ム
岳
往

復（
所
要
７
時
間
）

千
尋
滝
駐
車
場
か
ら
片
道
３
㎞
弱
と

距
離
は
短
い
山
で
は
あ
る
が
、
急
坂
が

続
き
、足
元
も
木
の
根
や
岩
が
多
く
、ロ

ー
プ
場
も
多
い
登
山
道
と
な
っ
て
い
る
。

道
中
で
は
万
代
杉
、
モ
ッ
チ
ョ
ム
太
郎

と
名
付
け
ら
れ
た
屋
久
杉
の
巨
木
や
、

苔
の
美
し
い
沢
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。急

坂
を
登
り
続
け
る
と
モ
ッ
チ
ョ
ム

岳
の
主
稜
線
に
達
す
る
。
こ
の
主
稜
線

に
沿
っ
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
最
高
到

達
点
で
あ
る
神
山
展
望
台
。
モ
ッ
チ
ョ

ム
岳
山
頂
や
麦む

ぎ

生お

、
原
集
落
が
一
望
で

き
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
、
岩
稜
を
ロ
ー

プ
を
伝
っ
て
登
っ
た
り
下
っ
た
り
の
連

続
。
周
り
の
植
生
も
ヤ
ク
ザ
ザ
が
目
立

ち
始
め
、
ア
カ
マ
ツ
も
出
て
く
る
。
足

場
に
気
を
付
け
て
歩
い
て
い
く
と
山
頂

に
至
る
。
山
頂
か
ら
は
太
平
洋
や
尾お

之の

間あ
い
だ

集
落
、
屋
久
島
南
部
の
海
岸
線
が
き

れ
い
に
見
渡
せ
る
。

山
旅
の
メ
モ

【
環
境
保
全
協
力
金
】

世
界
自
然
遺
産
の
島
、
屋
久
島
の
山

岳
部
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
２
０

１
７（
平
成
29
）年
３
月
１
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
「
世
界
自
然
遺
産
屋
久

島
山
岳
部
環
境
保
全
協
力
金
」（
日
帰

り
登
山
１
０
０
０
円
、
宿
泊
登
山
２
０

尾之間から見上げた新緑のモッチョム岳（右）と割石岳

苔むした岩と流れが美しい白谷雲水峡
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Climbing&Medicine・87

新型コロナウイルス感染拡大の中で�
登山者が留意すること
� 橋本しをり（医療委員会）

2021年9月23日に開催された支部合同会議で、
新型コロナウイルス感染症蔓延期における登山に
ついて講演したその概要を記載する。

最初に新型コロナウイルス感染症について、発
生経過、臨床像、伝播様式、変異株問題などを紹
介した。伝播は飛沫感染と接触感染により、換気
が悪いと咳やくしゃみをしなくても感染が起こる。
2021年7月に生じた第5波における感染者数の
急激な増加は、感染力の強い変異株、デルタ株に
よるもので、40～50歳代の若年重症患者が急増
し、重症化までの期間も短いという特徴があった。
この第5波は全国的に終息に向かっているが、専
門家の試算では年末にかけて第6波が起こる可能
性が示されており、安全な登山を行なうには適切
な対策を継続することが重要だ。

対策の基本は、個人レベルでは３密回避、マス
クの正しい着用、手洗い励行などで、社会的には
人流抑制、ワクチン接種推進、発症後の治療薬開
発などが挙げられる。安全な登山を行なうために、
登山者は出発前から行政の要請に沿った対策を行
なう必要があり、感染拡大地域での救急医療体制
への負荷や地元住民の気持ちを配慮して、エリア
の変更や高いリスクの山行を控え、公共交通機関
で移動中の行動にも注意することが肝要だ。登山
時は前述の基本対策（３密回避、マスク着用、手洗
い）を行ない、登山後には体力の回復に留意し、万
が一、新型コロナウイルス感染症に罹患したとき
には、関係機関へ連絡を行なう。ワクチン接種に
ついては、日本で承認されているワクチンはリス
クよりメリットの方が大きいので、一般には受け
ることが勧められる。

最近注目されていることに、新型コロナウイル
ス感染に伴う自粛生活による筋肉量の低下（サル
コペニア）がある。自粛が6ヶ月を超えると、２型
糖尿病の男性では筋肉量が16％も減少すると報告
されている。筋肉量減少の原因としては、外出制
限・在宅勤務、旅行制限などのライフスタイルの
変化の結果、身体活動低下、歩行減少、座位時間・
TV時間・巣ごもり時間の増加などが考えられる。
また、ストレス、不安、睡眠不良や過食・間食、超

加工食品と低タンパク食の食べ過ぎも影響する。
さらに、日光を浴びる時間が少くなると、ビタミ
ンDの減少などにより筋肉合成が低下し、ストレ
スによるコルチゾール増加により筋肉の分解が亢
進するので、巣ごもり生活はサルコペニアを促進
する。したがって、新型コロナウイルス感染に伴
う自粛生活の結果としてサルコペニアが起こると、
慢性的なカロリー過多から肥満をきたし、サルコ
ペニア肥満の状態になる。これは長期的には心血
管疾患、糖尿病、骨粗しょう症・骨折、認知症・
うつ病のリスクになるので、大きな問題だ。

新型コロナウイルス感染症対策は当面継続され
るので、Withコロナ期におけるサルコペニア対策
を考える必要がある。身体活動としては、抗重力
運動、室内ウォーキング、家事などで体を動かす
ことが重要だ。食生活としては、食事の質を上げ
て質の良いタンパク食を含んだ食品を摂り、スナ
ックなどの加工されたものではなく非加工食品を
摂ること、サプリメントでロイシンなどのアミノ
酸を補うこと、魚油（EPA＋DHA）やビタミンDを
摂ることなどが挙げられる。

最後に、登山は心身の健康維持・増進に役立つ
ものであり、新型コロナウイルス感染症下での安
全な登山についてまとめる。第5波の終息に伴い
緊急事態宣言が解除されると、山行に出かける登
山者が急増する可能性がある。したがって、登山
時の新型コロナウイルス感染防止策を引き続き啓
発することが必要だ。また、新型コロナウイルス
感染症による山行環境やライフスタイル（巣ごも
り）の変容による体力低下などの制約はあるが、感
染対策と無理のない計画によりWithコロナ登山
を展開していく重要性を強調して講演を終えた。

なお、会報「山」2020年6月号に野口氏が「コロ
ナ禍と日帰り登山の注意」について寄稿されてい
るので、ぜひ参照されたい。また、日本山岳会の
ホームページ＊には、山を愛する全ての方々、登
山者、山小屋関係者の皆様へのメッセージがあり、
参考になるだろう。
＊http://www.jsmmed.org/corona.html

正常 サルコペニア サルコペニア肥満

巣籠もり生活 カロリー過多

筋肉量減少
筋力低下 体脂肪増加

巣ごもり生活
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根
を
南
に
回
り
込
む
と
山
側
が
緩
傾
斜

に
な
り
、
林
道
の
路
肩
が
広
く
な
っ
た
。

川
側
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
あ
っ
て
、

路
肩
に
寄
せ
て
駐
車
し
た
。
山
側
の
斜

面
は
カ
ラ
マ
ツ
と
灌
木
の
ヤ
ブ
で
、
入

る
と
す
ぐ
、古
い
作
業
道
跡
な
の
か
、平

ら
な
段
を
横
切
る
。
こ
の
辺
り
は
日
差

し
が
入
る
た
め
、
イ
バ
ラ
や
シ
ダ
の
ヤ

ブ
が
濃
い
。
し
か
し
、
1０
ｍ
ほ
ど
我
慢

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

ヤ
ブ
を
抜
け
て
右
上
の
尾
根
に
急
登

す
る
。
尾
根
に
出
た
ら
マ
ー
キ
ン
グ
を

す
る
と
良
い
。
下
山
時
に
直
進
す
る
と

石
垣
の
法
面
に
出
て
し
ま
う
心
配
が
あ

る
。
広
い
尾
根
を
登
る
が
、
下
草
も
少

な
く
歩
き
や
す
い
。
し
ば
ら
く
し
て
尾

群
馬
の
ヤ
ブ
山　

�

堂
平
山（
１
３
１
０
ｍ
）中山

達
也

・
群
馬
県
利
根
郡
片
品
村

・
２
・
５
万
図
＝
至
仏
山

・
２
０
１
６
年
1０
月
中
旬
登
山

片
品
村
役
場
の
北
、
約
７
・
４
㎞（
直

線
）に
あ
り
、西
山（
１
８
９
８
ｍ
）か
ら

東
に
延
び
る
尾
根
の
末
端
の
山
に
な
る
。

日
本
山
岳
会
会
員
・
平
野
紀
子
さ
ん
の

ご
家
族
が
経
営
す
る「
ロ
ッ
ジ
長
蔵
」に

お
世
話
に
な
っ
た
と
き
、
笠
科
川
対
岸

の
雑
木
の
頂
が
気
に
な
っ
た
。
帰
っ
て

地
形
図
を
見
る
と
堂
平
山
と
名
前
が
あ

り
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
当
時
１

件
ヒ
ッ
ト
し
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

国
道
４
０
１
号
片
品
村
戸
倉
か
ら
左

（
西
）に
折
れ
、
県
道
63
号
に
入
る
。
こ

の
道
は
鳩
待
峠
や
坤
六
峠
に
向
か
う
県

道
で
、
分
岐
か
ら
１
・
５
㎞
ほ
ど
走
る

と
笠
科
川（
西
栗
橋
）を
渡
る
。
さ
ら
に

３
０
０
ｍ
ほ
ど
北
に
向
か
う
と
、
左

（
西
）へ
鋭
角
に
車
道
が
分
岐
す
る
。
目

立
た
な
い
の
で
注
意
し
よ
う
。
こ
の
道

は
国
道
４
０
１
号
の
尾
瀬
古
仲
橋
を
渡

る
手
前
、
左
に
分
岐
す
る
道
で
も
あ
る
。

狭
い
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
。

当
初
、
堂
平
山
頂
か
ら
北
東
に
延
び

る
尾
根
を
登
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

林
道
を
走
る
と
、
尾
根
末
端
は
石
垣
の

急
な
法
面
で
登
れ
な
い
。
し
か
し
、
尾

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北山頂付近の樹林

オンラインによる年次晩餐会ウィークの開催
　対面での年次晩餐会は、昨年に続き今年も中止となりました。
全国から集まる会員の交流の場としてそれに代わることはできませんが、
今年はオンラインによる「年次晩餐会ウィーク」を予定しています。会員
外の方もご視聴いただけるよう設定する予定です。ぜひ、お仲間の会員
や、会員外の山の仲間の方々もお誘い合わせのうえ、ご視聴ください。

◎ 12月3日（金）夜：登山の法律問題（弁護士/溝手康史）
◎ 12月4日（土）昼：秩父宮記念山岳賞授賞式、受賞者講演　同日夜：支部

からのたより （北海道支部、福島支部、四国支部、東九州支部）
◎ 12月5日（日）年次晩餐会記念登山（東京都・陣馬山）
◎ 12月6日（月）夜：登山におけるコロナ対策の変遷と展望（医師/稲垣泰斗）
◎ 12月7日（火）夜：山岳登拝道と修験の道　日本三名山・富士山・立山・白

山と三大修験・大峯山・羽黒山・英彦山（慶應義塾大学名誉教授、日本山
岳修験学会会長/鈴木正崇）

◎ 12月8日（水）夜：超火山だった槍・穂高（信州大学名誉教授・同理学部特
任教授/原山智）

◎ 12月9日（木）夜：置いてくるのは足跡だけ　南信州山岳文化伝統の会の
「エコ登山」の試み（登山家/大蔵喜福）

◎ 12月10日（金）夜：知らざれるカナダの山、岩、生活（山岳ガイド・東海支
部/谷剛士・山田利行）

＊ 12月5日の記念登山以外は、すべてzoomを使ったウェビナー（ウェブに
よるセミナー）で行ないます。時間、内容、申込み方法などの詳細は、追
ってホームページやメールマガジン、SNSでお知らせします。
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藤
哲
雄
氏
。タ
イ
ト
ル
は「
若
い
こ
ろ
と

は
違
う
経
験
が
で
き
た　

67
歳
か
ら
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」。
健
康
と

意
欲
が
あ
れ
ば
高
齢
に
な
っ
て
も
で
き

る
と
書
き
出
し
て
い
る
。読
み
進
め
て
い

く
と
、
私
の
足
跡
に
非
常
に
似
て
い
る
。

彼
は
１
９
４
０
年
生
ま
れ
、
私
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
年
齢
だ
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
始
め
た
の
は
定
年
退
職
後
の
67
歳
か

ら
と
の
こ
と
。
彼
は
自
分
の
足
跡
を
ま

と
め
、
山
と
溪
谷
社
か
ら
本
を
発
行
し

て
い
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
も
小
さ
な

サ
イ
ズ
だ
っ
た（
15
㎝
×
15
㎝
）が
、
非

常
に
綺
麗
な
表
紙
で
魅
力
的
な
書
籍
だ

っ
た
。
な
ん
と
後
半
に
は
す
ば
ら
し
い

写
真
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
、
全
１
１

９
ペ
ー
ジ
の
う
ち
、約
３
分
の
２
が
写
真

で
あ
る
。
こ
の
構
成
も
気
に
入
っ
た
。

こ
の
本
と
の
邂
逅
を
契
機
と
し
て
、

自
分
の
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
顧
み
る

こ
と
に
し
た
。
安
藤
氏
は
高
校
時
代
か

ら
山
に
登
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
私
は

定
年
退
職
す
る
３
年
前
の
58
歳
か
ら
山

を
や
り
始
め
た
。
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ

Ｓ
で
女
優
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス

を
ガ
イ
ド
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
す
る
映
像

を
観
て
、
自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思

っ
た
か
ら
。
私
の
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

の
足
跡
は
、
２
０
０
１
年
か
ら
ほ
ぼ
毎

年
ど
こ
か
へ
出
か
け
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
始
ま
り
、そ
の
後
各
地
を
訪
れ
、そ

し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
収
斂
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
通
し
て
得

た
経
験
や
教
訓
を
書
き
出
し
て
み
た
。

な
ぜ
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
？

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
は
、
確
か
に
景
色

は
美
し
い
が
、世
界
の
屋
根
、８
０
０
０

ｍ
ク
ラ
ス
の
雪
嶺
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
そ
れ
に
は
、
人
を
圧
倒
す

る
す
ご
さ
が
あ
る
。

安
藤
氏
は
言
う
。「
見
た
こ
と
が
な

い
景
色
や
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活

に
出
会
う
こ
と
が
楽
し
み
な
の
で
あ

る
」と
。
正
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

ネ
パ
ー
ル
の
山
間
地
に
行
く
と
、
5０
年

く
ら
い
前
の
日
本
を
見
る
よ
う
な
気
が

す
る
。
我
々
が
失
っ
た
も
の
を
そ
こ
に

発
見
す
る
。
特
に
無
邪
気
で
活
き
活
き

し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
癒
さ
れ
る
。

単
独
行
は
大
名
行
列
の
気
分

２
０
０
７
年
７
月
。
パ
キ
ス
タ
ン
の

氷
河
を
つ
な
ぐ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
、私

1
人
の
た
め
に
2０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
集

ま
っ
た
。
費
用
は
前
も
っ
て
こ
れ
だ
け

と
契
約
し
て
い
た
か
ら
、
何
人
集
ま
ろ

う
が
私
は
い
っ
こ
う
に
気
に
し
な
か
っ

た
。
私
専
用
の
４
～
５
人
用
の
テ
ン
ト

が
準
備
さ
れ
、私
は
ガ
イ
ド
、サ
ブ
ガ
イ

ド
と
風
景
を
楽
し
み
、
写
真
を
撮
り
な

根
が
や
せ
て
明

瞭
に
な
る
と
傾

斜
が
い
っ
た
ん

緩
む
。
さ
ら
に

登
る
と
、
左
側

（
南
）に
ザ
レ
た

浅
い
谷
が
出
て

く
る
。
こ
の
先

で
尾
根
は
広
い

急
斜
面
に
消
え

る
。
こ
の
辺
り

も
マ
ー
キ
ン
グ

が
あ
る
と
帰
り

に
楽
だ
ろ
う
。

登
り
始
め
か
ら
約
5０
分
、
山
頂
台
地

に
出
た
。
南
に
わ
ず
か
下
が
る
と
ヤ
ブ

の
中
か
ら
大
き
な
雄
鹿
が
こ
ち
ら
を
睨

ん
で
い
て
、
一
瞬
ひ
る
ん
だ
が
、「
ピ

ッ
」
と
一
声
大
き
な
警
告
音
を
出
し
て

ヤ
ブ
に
消
え
て
く
れ
た
。

鹿
が
立
っ
て
い
た
手
前
の
石
で
囲
わ

れ
た
所
、
落
ち
葉
を
よ
け
る
と
三
等
三

角
点
の
頭
が
出
て
き
た
。
す
ぐ
に
も
土

に
覆
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
感
じ
だ
。

ミ
ズ
ナ
ラ
が
多
い
雑
木
と
灌
木
で
展
望

は
な
い
。

ネ
ッ
ト
の
先
人
は
、
こ
こ
か
ら
北
西
約

５
０
０
ｍ
の
１
３
２
５
ｍ
標
高
点
ま
で
行

っ
て
い
る
が
、次
の
１
座
が
あ
る
の
で
、こ

こ
ま
で
と
す
る
。
地
図
と
マ
ー
キ
ン
グ
で

ほ
ぼ
登
っ
た
通
り
下
る
。

︿
注
﹀こ
の
記
述
は
登
っ
た
当
時
の
も
の

で
現
状
は
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
地
図
・
コ
ン
パ
ス（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）な
ど
、

ヤ
ブ
山
に
入
る
準
備
が
必
要
。

ま
た
、
掲
載
図
は
国
土
地
理
院
２
万

５
０
０
０
分
の
１
地
形
図
を
カ
シ
ミ
ー

ル
３
Ｄ
で
切
り
取
っ
た
地
図
な
の
で
、

縮
尺
は
正
確
で
は
な
い
。
地
図
上
の
線

は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
軌
跡
だ
。

 

（
群
馬
支
部
）

同
好
の
士

長
野
和
義

会
報
２
０
２
１
年
４
月
号
の
ト
ッ
プ

記
事
に
惹
き
付
け
ら
れ
た
。
筆
者
は
安

群馬の藪山 

堂平山(1310m)  利根郡片品村 2.5万図 至仏山   2016年 10月中旬登山 

片品村役場の北、約 7.4㎞(直線)に有り、西山(1898m)から東に延びる尾根の末端の山になる。 

日本山岳会会員、平野紀子さんのご家族が経営する「ロッジ長蔵」にお世話になった時、笠科川 

対岸の雑木の頂が気になった。帰って地形図を見ると堂平山と名前が有り、ネットで検索すると 

当時 1件ヒットし、参考にさせていただいた。 

 

 国道 401号片品村戸倉から、左(西)に折れ県道 63号線に入る。この道は鳩待峠や坤六峠に向かう

県道で、分岐から 1.5㎞程走ると笠科川(西栗橋)を渡る。更に 300m程北に向かうと、左(西)に鋭角

に車道が分岐する。目立たないので注意しよう。この道は国道 401号「尾瀬古仲橋」を渡る手前、 

左に分岐する道でもある。狭いが舗装されている 

 堂平山頂から北東に延びる尾根を登ろうと考えていたが、林道を走ると、尾根末端は石垣の急な 

法面で登れない。しかし尾根を南に回り込むと、山側が緩傾斜になり林道の路肩が広くなった。 

川側にはガードレールも有り、路肩に寄せて駐車した(P)。 

 

P 

 

鳩待峠・坤六峠へ 

国道 401号へ 

この道に入る 

急登が続くが、藪は 
入口付近だけ 

ロッジ長蔵
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が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
く
。
そ
の
間
に
ほ
か

の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
休
憩
場
所
に
先
行

し
、お
茶
と
お
菓
子
を
準
備
す
る
。
私
が

到
着
す
る
と
折
り
畳
み
椅
子
を
氷
河
の

上
に
広
げ
て
く
れ
る
。正
に
お
殿
様
で
あ

る
。食

事
の
肉
は
途
中
で
ヤ
ギ
を
買
っ
て
、

首
に
紐
を
掛
け
て
連
れ
て
い
く
。
数
日

後
に
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
肉
に
な
っ
て

い
た
。
こ
の
と
き
は
１
つ
の
氷
河
を
遡

り
、
標
高
５
２
０
０
ｍ
の
峠
で
の
テ
ン

ト
泊
を
経
験
し
た
。

保
険
加
入
は
必
須

私
が
企
画
・
編
成
し
た
カ
ラ
パ
タ
ー

ル
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
ト
レ
ッ
ク
３
日

後
に
１
人
が
高
山
病
に
罹
か
り
、
酸
素

ボ
ン
ベ
で
も
改
善
せ
ず
、
ヘ
リ
を
要
請

し
て
カ
ト
マ
ン
ズ
ま
で
運
ん
だ
。
残
っ

た
７
人
は
ト
レ
ッ
ク
を
続
け
無
事
カ
ラ

パ
タ
ー
ル
に
登
頂
し
た
が
、
今
度
は
な

ん
と
下
山
中
に
２
人
が
体
調
を
崩
し
た
。

最
終
的
に
は
２
台
の
ヘ
リ
を
呼
ん
だ
の

だ
。
１
つ
の
パ
ー
テ
ィ
で
３
台
の
ヘ
リ

を
呼
ん
だ
の
は
、
過
去
に
例
が
な
か
ろ

う
。ヘ

リ
の
費
用
は
、
大
体
１
０
０
万
円

く
ら
い
が
請
求
さ
れ
、
病
院
に
か
か
る

費
用
が
こ
れ
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
こ
の

ケ
ー
ス
は
海
外
旅
行
傷
害
保
険
で
カ
バ

ー
さ
れ
た
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
必
要
な
こ

と
で
あ
る
。

人
脈
利
用
と
恩
送
り
も
大
切

何
か
を
や
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
お
世
話
に
な
る
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が

ら
み
で
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
私

は
日
本
語
が
上
手
で
優
秀
な
ガ
イ
ド
を

紹
介
し
て
も
ら
い
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
い

つ
も
彼
を
雇
っ
て
い
る
。
自
分
が
得
た

も
の
は
、
恩
送
り
で
ほ
か
の
人
に
渡
し

ま
し
ょ
う
。

あ
と
が
き

私
の
書
斎
の
壁
に
は
、
気
に
入
っ
て

い
る
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
の
写
真
が
飾
っ
て

あ
る
。
私
は
こ
の
花
を
見
る
た
め
だ
け

に
、
２
０
１
６
年
７
月
、
ネ
パ
ー
ル
の

雨
期
に
、
家
内
を
帯
同
し
て
ゴ
ー
キ
ョ

を
訪
れ
た
。

 

（
静
岡
支
部
）

令
和
３
年
度 

第
11
回
登
山
教
室
指
導
者
養
成
講
習
会
の
案
内

日
本
山
岳
会
支
部
事
業
委
員
会

　

支
部
の
登
山
教
室
・
リ
ー
ダ
ー
育
成

事
業
援
助
と
し
て
、
登
山
の
す
ば
ら
し

さ
と
安
全
な
登
山
を
指
導
す
る
会
員
を

育
成
し
、
支
部
山
行
の
安
全
と
充
実
を

図
り
、
支
部
の
一
層
の
発
展
を
目
的
と

す
る
指
導
者
養
成
講
習
会
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
そ
の
他
の
対
策
が
進
み
、
制
限
さ

れ
て
い
る
登
山
活
動
も
必
ず
再
開
さ
れ

る
日
も
近
い
こ
と
を
期
待
し
、
そ
の
日

の
た
め
に
「
登
山
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」と
、登
山
中
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応

す
る「
チ
ー
ム
と
自
己
を
守
る
ス
キ
ル
」

を
学
ぶ
講
習
で
す
。

　

ま
た
、
講
師
を
囲
む
懇
親
会
は
、
講

師
と
の
質
疑
応
答
や
参
加
各
支
部
の
皆

さ
ん
方
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
主
催
：
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会

　

支
部
事
業
委
員
会

◆
後
援
：
公
益
財
団
法
人
安
藤
ス
ポ
ー

ツ･

食
文
化
振
興
財
団

◆
日
時
：
令
和
３
年
２
月
11
日
㈮　

13

時
集
合
、
座
学
講
義　

12
日
㈯　

８

時
～
15
時
、
実
技
講
習

◆
場
所
：
安
藤
百
福
記
念
・
自
然
体
験

活
動
指
導
者
養
成
セ
ン
タ
ー
（
長
野

県
小
諸
市
大
久
保
１
１
０
０
）
Ｊ
Ｒ

小
諸
駅
よ
り
タ
ク
シ
ー
10
分

◆
参
加
費
：
６
０
０
０
円（
宿
泊
費
・
食

事
３
食
・
資
料
代
を
含
む
）　

参
加

費
は
受
付
け
時
に
集
金
。

◆
講
義
内
容

【
座
学
講
座
】「
登
山
の
た
め
の
健
康

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」（
仮
題
）
講
師
＝
齋

藤
繁
・
医
療
委
員
会
委
員
（
群
馬
大

学
付
属
病
院
院
長
）
／
チ
ー
ム
と
自

己
を
守
る
ス
キ
ル
」（
仮
題
）
講
師
＝

川
瀬
恵
一
・
遭
難
対
策
委
員
会
担
当

理
事

夕
食
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇

親
会
を
予
定
。

【
実
技
講
習
】
水
ノ
塔
山
で
「
チ
ー
ム

と
自
己
を
守
る
ス
キ
ル
」（
仮
題
）　

実
技
講
習
講
師
＝
川
瀬
恵
一

◆
参
加
資
格
：
日
本
山
岳
会
会
員
で
、

支
部
山
行
・
登
山
教
室
の
リ
ー
ダ
ー

を
目
指
す
者

◆
募
集
人
数
：
19
名

　

締
切
日
：
令
和
4
年
1
月
15
日
㈯　

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

◆
申
込
み
方
法
：
12
月
上
旬
、
各
支
部

長
宛
に
送
付
す
る
実
施
要
項
を
確
認

の
う
え
、
添
付
の
申
込
み
書
に
記
入

し
て
メ
ー
ル
で
左
記
ア
ド
レ
ス
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
先
＝
支
部
事
業
委
員
会
・
中

村
哲
也
ま
で
。 

 
jac-shibu@

jac.or.jp

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
り
延
期
、
変
更
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
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深
野
稔
生
著

燃
え
あ
が
る
雲
　
大
島
亮
吉

物
語

2021年7月 
白山書房
四六判　202㌻
1800円＋税

大
島
亮
吉
は
、
大
学
山
岳
部
の
大
先

輩
で
名
前
は
知
っ
て
い
た
。

部
報『
登
高
行
』に
あ
る
短
い
文
章
を

読
ん
だ
記
憶
は
あ
る
が
、
よ
く
は
知
ら

な
い
。
知
ら
な
い
こ
と
が
負
い
目
で
気

に
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
、『
燃
え

あ
が
る
雲　

大
島
亮
吉
物
語
』
が
出
る

と
直
ぐ
に
読
ん
だ
。

大
島
亮
吉
の
出
生
か
ら
前
穂
・
北
尾

根
の
遭
難
ま
で
山
歴
を
詳
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
と
同
時
に
、
日
本
の
山

岳
界
の
生
成
発
展
の
様
子
が
生
き
生
き

と
臨
場
感
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

皆
様
に
お
勧
め
し
た
い
。

１
９
２
１
年
、
槇
有
恒
は
ア
イ
ガ
ー

東
山
稜
の
初
登
攀
に
成
功
し
、
１
９
２

２
年
に
は
大
島
を
含
む
慶
應
、東
大
、京

大
、
学
習
院
Ｏ
Ｂ
の
混
成
パ
ー
テ
ィ
に

よ
り
積
雪
期
槍
ヶ
岳
登
攀
に
成
功
。

翌
年
に
は
槇
、
三
田
、
板
倉
の
３
名

が
松
尾
峠
で
猛
烈
な
吹
雪
に
遭
遇
し
、

板
倉
さ
ん
が
疲
労
凍
死
さ
れ
て
い
る
。

１
９
２
４
年
、
大
島
を
リ
ー
ダ
ー
と

す
る
８
名
の
慶
應
パ
ー
テ
ィ
に
よ
っ
て

３
月
31
日
、
積
雪
期
の
奥
穂
高
岳
が
初

登
頂
さ
れ
る
。奥
穂
頂
上
で
誰
か
が「
プ

ル
ゥ
ミ
エ
ル　

ア
ツ
サ
ン
シ
ョ
ン　

ア

ン　

ス
キ
ー
！
（
ス
キ
ー
初
登
頂
）」と

叫
ん
だ
、
と
あ
る
。

数
日
し
て
、
大
島
は
案
内
人
の
松
井

憲
三
と
２
名
で
北
穂
高
岳
の
初
登
攀
も

や
っ
て
の
け
た
。
し
か
し
、
う
か
つ
に

も
ロ
ー
プ
と
ピ
ッ
ケ
ル
を
テ
ン
ト
に
置

き
忘
れ
て
い
た
の
で
、
松
井
の
鉈
で
氷

雪
に
刻
ま
れ
た
足
場
が
頼
り
で
あ
っ
た
。

よ
く
無
事
に
戻
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。

い
っ
た
ん
上
高
地
に
降
り
て
か
ら
前

図書受入報告（2021年10月）
著　　　者 書　　　名 頁／サイズ 発 行 者 発行年 寄贈／購入別
下山晃 奇跡の地図を作った男：カナダの測量探検家デイヴッド・トンプソン 243p／2０cm 大修館書店 2０21 出版社寄贈
山田容子 （編） 全国山の美術館と博物館：山好きならば必ず行きたい5０館 16０p／21cm G.B. 2０21 出版社寄贈
山書総目録編集グループ 山岳関係図書目録 （追加補訂）：和書 1988-2０18 1０2p／26cm 日本山書の会 2０21 発行者寄贈
深澤裕 6０歳からの海外山旅日記 164p／26cm 白山書房 2０21 出版社寄贈
金東奎 韓国人が登った日本百名山：山名の語源を求めて 215p／25cm 金東奎（私家版） 2０21 沖允人氏寄贈
田口計介 わがウォルター・ウェストン：戸来彌と従の記憶 48p／21cm 田口計介（私家版） 2０19 吉田修氏寄贈
駒ヶ岳ファンクラブ（編）駒ヶ岳3０座ハンドブック 128p／15×21cm 駒ヶ岳ファンクラブ 2０17 吉田修氏寄贈
駒ヶ岳ファンクラブ（編）全国駒ヶ岳校歌集：校歌に歌われたふるさとの駒ヶ岳 159p／21cm 駒ヶ岳ファンクラブ 2００6 吉田修氏寄贈
☆ 女子美術大学ワンダーフォーゲル部より、部報「草鞋」のバックナンバー（創刊号［1957］～第1０号［1967］まで）をご寄贈頂きました。

図
書
紹
介
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っ
た
３
月
、
北
尾
根
か
ら
の
前
穂
高
岳

登
頂
を
目
指
し
て
、
慶
應
隊
が
徳
本
峠

を
越
え
上
高
地
に
入
っ
て
、
涸
沢
の
岩

小
屋
に
着
い
た
の
で
あ
っ
た
。

３
月
25
日
、大
島
を
リ
ー
ダ
ー
に
５
・

６
の
コ
ル
か
ら
前
穂
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
が
、
ロ
ー
プ
で
結
ば
ず
、
大
島

が
凍
っ
た
ロ
ー
プ
を
背
負
っ
た
。
ト
ッ

プ
の
斎
藤
長
寿
郎
に
、
必
要
な
ら
ロ
ー

プ
を
手
渡
す
算
段
で
あ
っ
た
。

天
候
が
悪
く
な
り
３
・
４
の
コ
ル
か

ら
退
却
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ト
ッ
プ

の
斎
藤
か
ら
ロ
ー
プ
を
上
げ
て
く
れ
と

要
請
が
あ
っ
た
の
で　

大
島
は
「
よ
ー

し
い
ま
行
く
、そ
こ
で
待
っ
て
ろ
」と
叫

ん
で
登
り
始
め
た
が
、
い
き
な
り
滑
落

し
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
仲
間
の
懸
命
な
捜
索
で
も
見
付
か

ら
ず
、
６
月
に
な
っ
て
常
次
郎
ら
３
名

の
案
内
人
が
４
峰
下
の
雪
渓
上
で
遺
骸

を
発
見
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

滑
落
の
原
因
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、

ゲ
ー
ト
ル
に
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
を
引
っ
掛

け
て
躓

つ
ま
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ

れ
て
い
る
。

私
が
大
学
生
の
と
き
先
輩
が
「
大
島

さ
ん
っ
て
、
つ
ま
ん
な
い
所
で
死
ん
で

い
る
ん
だ
よ
ね
」
と
言
っ
た
の
を
憶
え

穂
の
初
登
頂
も
な
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
大
島
は
所
用
が
あ
っ
て
下

山
し
て
い
て
参
加
で
き
て
い
な
い
。

大
島
は「
う
ら
お
も
て
」８
年
か
け
て

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
、

外
交
官
試
験
に
失
敗
し
た
後
、
麻
布
歩

兵
第
一
連
隊
に
志
願
入
隊
し
て
い
る
。

な
ぜ
志
願
入
隊
し
た
の
か
は
説
明
さ
れ

て
い
な
い
が
、
入
隊
中
に
槇
隊
長
以
下

慶
應
・
学
習
院
の
６
名
か
ら
成
る
日
本

山
岳
会
隊
が
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ

ー
の
ア
ル
バ
ー
タ
峰
の
初
登
頂
に
成
功

し
て
い
る
。
大
島
も
入
隊
し
て
い
な
け

れ
ば
、
こ
の
隊
に
参
加
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
遠
征
隊
に
は
ス
イ
ス
か
ら
３
名

の
強
力
な
ガ
イ
ド
を
呼
び
寄
せ
、
ポ
ー

タ
ー
と
料
理
ス
タ
ッ
フ
も
引
き
連
れ
て

い
た
。
荷
物
運
搬
用
に
24
頭
、
隊
員
用

に
15
頭
の
馬
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
今

更
な
が
ら
階
級
社
会
の
力
を
見
せ
つ
け

る
か
の
よ
う
な
一
大
事
業
だ
っ
た
。

新
聞
社
の
後
援
を
取
り
付
け
た
の
で

新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、大
島
は「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
に
は
絶
対
か
か
わ
り
が

な
い
。
堕
落
し
た
と
ま
で
は
い
わ
な
く

て
も
、そ
の
点
満
足
な
も
の
で
は
な
い
」

と
連
隊
か
ら
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

早
稲
田
大
学
山
岳
部
の
舟
田
三
郎
は

無
案
内
主
義（
サ
ン
・
ギ
イ
ド
）を
標
榜

し
て
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
で
あ
り
、
案
内
人
を
雇
用
で

き
る
慶
應
山
岳
部
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級

で
あ
る
」と
断
じ
た
。

１
９
２
４
年
１
月
、
た
っ
た
３
名
の

隊
員
で
厳
冬
期
の
槍
ヶ
岳
を
登
攀
し
た
。

「
ス
キ
ー
を
履
か
ざ
る
山
人
を
交
え
て

の
ス
キ
ー
登
山
は
価
値
少
な
き
登
山
に

終
わ
る
」「
３
月
の
槍
に
は
春
の
陽
が

雪
の
上
に
輝
く
」
と
慶
應
を
暗
に
お
と

し
め
た
。

槇
さ
ん
が
ヘ
ル
・
マ
キ（
槇
旦
那
）と

呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
慶
應
の
登
山
は
旦

那
登
山
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

ス
キ
ー
を
使
っ
た
冬
山
登
山
を
ア
ル

ピ
ニ
ズ
ム
の
典
型
と
思
っ
て
い
た
よ
う

だ
が
、　

ス
キ
ー
は
板
カ
ン
ジ
キ
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
輪
カ
ン
ジ
キ
、
金
カ

ン
ジ
キ（
ア
イ
ゼ
ン
）と
同
様
な
山
道
具

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
効
率
の
良
い
道

具
が
あ
れ
ば
使
う
の
は
当
然
で
あ
り
、

使
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
高
等
な
山
登
り

と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
当
時
ス
キ
ー
は
最
先
端
の

道
具
と
技
術
で
あ
り
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

の
最
先
端
だ
と
自
負
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。１

９
２
８
年
、
４
月
か
ら
大
島
の
経

済
学
部
研
究
室
で
の
母
校
勤
務
が
決
ま

在庫図書の頒布のお知らせ
図書委員会委員長

　会員サービスとルーム整理のため、必要保管
部数以外の『山岳』『The Japanese Alpine News』

『日本山岳会百年史』を希望者に販売します。  
頒布価格は一律1,000円（送料込み）です。
　希望者は、事務局にFAX、メール、ハガキで
お申込みください。販売号数は下記のとおりで
す。在庫切れの場合はご容赦ください。販売期
間は2022年3月末までとします。

『山岳』
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久
松
）（
賛
成
15
名
、
反
対
0
名
）

３
・
１
０
２
号
室
の
エ
ア
コ
ン
の
買
い

替
え
に
つ
い
て
承
認
し
た
。（
南
久
松
）

（
賛
成
15
名
、
反
対
０
名
）

【
報
告
事
項
】

１
・
１
件（
花
王
ヘ
ル
シ
ア
）の
寄
附
金

が
確
定
し
、
受
入
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

（
南
久
松
）

２
・
正
会
員
11
名
、
準
会
員
６
名
の
入

会
を
承
認
し
た
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。

（
古
野
）

３
・
９
月
25
日
開
催
の
支
部
連
絡
会
議

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
柏
）

４
・
第
75
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
助
成
金

申
請
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
柏
）

５
・
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
の
審
査
結
果

の
報
告
が
あ
っ
た
。（
山
本
、
橋
本
）

６
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
松
原
）

７
・
将
来
危
惧
さ
れ
る
会
員
減
少
に
対

す
る
財
務
委
員
会
か
ら
の
建
議
書
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。（
古
野
）

８
・「
山
」1０
月
号
の
発
行
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
節
田
）

10月10月

6
日　

山
行
委
員
会

7
日　

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
ク
ラ
ブ　

平
日

ク
ラ
ブ

８
日　

図
書
委
員
会

11
日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

13
日　

理
事
会　

総
務
委
員
会　

休
山

会　

山
想
ク
ラ
ブ

19
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

2０
日　

会
報
編
集
委
員
会　

つ
く
も
会

25
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

緑
爽
会

26
日　

００
会　

平
日
ク
ラ
ブ

27
日　

麗
山
会

28
日　

山
遊
会

29
日　

記
念
事
業
委
員
会

1０
月
来
室
者　

１
２
６
名

会
員
異
動

物
故

荻
野
昌
宏（
４
６
７
３
）　

21
・
９
・
19

宮
下
秀
樹（
５
５
５
０
）　

21
・
1０
・
11

佐
藤
節
子（
５
９
３
８
）　

21
・
1０
・
８

北
原
秀
介（
８
２
６
７
）　

21
・
1０
・
４

鈴
木
秀
郎（
１
２
８
９
２
）21
・
７
・
29  

大
谷　

城（
１
３
５
２
９
）21
・
1０
・
16

退
会

鈴
木
裕
代（
１
０
９
０
５
）

渡
辺　

剛（
１
１
４
０
２
）　

栃
木

松
野
正
紀（
１
２
８
８
５
）　

青
森

野
村
欣
司（
１
４
２
４
１
）

古
城
海
太（
１
４
６
９
６
）

則
包
奈
緒（
１
６
１
０
０
）　

東
海

徳
弘
翔
太（
１
６
６
７
５
）

令
和
３
年
度
第
６
回（
10
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

令
和
３
年
1０
月
13
日
㈬
19
時
～

場
所　

集
会
室
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

【
出
席
者
】
古
野
会
長
、
坂
井
・
山
本
・

橋
本
各
副
会
長
、柏
・
南
久
松
・

萩
原
各
常
務
理
事
、
松
原
・
松

田
・
清
水
・
飯
田
・
平
川
・
久

保
田
・
川
瀬
・
長
島
各
理
事
、黒

川
・
佐
野
各
監
事

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】
節
田
会
報
編
集
人

【
協
議
事
項
】

１
・
年
次
晩
餐
会
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

協
議
し
た（
柏
）。

２
・
資
料
映
像
委
員
会
の
パ
ソ
コ
ン
の

更
新
・
購
入
に
つ
い
て
承
認
し
た
。（
南

て
い
る

大
量
の
著
作
を
残
し
た
こ
と
か
ら
、

大
島
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
物
の
大
先

輩
で
あ
っ
た
が
、
亡
く
な
っ
た
の
は
28

歳
で
あ
っ
た
と
知
り
、
び
っ
く
り
し
た
。

思
え
ば
、
私
と
同
学
年
の
成
田
潔
思

は
１
９
７
０
年
の
日
本
山
岳
会
エ
ベ
レ

ス
ト
隊
に
参
加
し
て
い
た
の
だ
が
、
風

邪
を
引
い
て
高
度
順
化
の
失
敗
か
ら
、

キ
ャ
ン
プ
Ⅰ
で
急
逝
し
て
い
る
。
彼
も

28
歳
で
あ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
も
う
5０
年
以
上
も
経
つ
。

大
島
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
な
ら
93

年
も
経
つ
の
だ
。

平
成
18
年
1０
月
７
日
、
富
山
県
芦
峅

寺
に
お
い
て
大
正
12
年
１
月
の
松
尾
峠

で
遭
難
死
さ
れ
た
故
・
板
倉
勝
宣
氏
の

「
遺
躅
の
碑
」補
修
完
成
記
念
式
典
が
行

な
わ
れ
た
と
、
慶
應
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
報

「
登
高
会
報
」67
号（
２
０
０
７
年
）に
報

告
さ
れ
、
続
い
て
大
島
亮
吉
の
墓
に
つ

い
て
山
田
二
郎
さ
ん
か
ら
報
告
が
あ
る
。

大
島
さ
ん
の
墓
は
、
文
京
区
蓬
莱
町

23（
現
：
文
京
区
向
丘
２　

26　

９
）の

真
浄
寺（
真
宗
大
谷
派
）に
あ
る
。

�

（
佐
藤
文
昭
）

会

務

報

告
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阿
寒
岳
」
の
間
違
い
で
し
た
。
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、３
ペ
ー
ジ
２
段
目「
中
谷
先
生

の
科
学
館
は
、
私
の
故
郷
の
石
川
県
加

賀
市
に
あ
り
ま
す
よ
。」と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
筆
者
の
勘
違
い
で
し
た
。

「
中
谷
宇
吉
郎　

雪
の
科
学
館
」の
竣
工

オ
ー
プ
ン
は
１
９
９
４
年
11
月
１
日
で
、

深
田
さ
ん
の
没
後
の
こ
と
で
す
の
で
、

「
中
谷
先
生
の
科
学
館
を
、私
の
郷
里
に

欲
し
い
で
す
ね
。」と
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

＊
同
1０
月
号
19
ペ
ー
ジ
３
段
目
、
緑

爽
会
の
講
演
会
告
知
文
で「
申
込
先
」の

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
お
よ
び
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

０
４
２　
３
２
４　
４
０
５
は

０
４
２　
３
２
４　
４
０
５
０

T
om

izaw
a-atsunori@

nifty.com

は

T
om

izaw
a-katsunori@

nifty.com

緑
爽
会
か
ら
は
正
し
い
原
稿
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
委
員
会
に

よ
る
入
稿
作
業
中
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
を

ミ
ス
し
、
誤
植
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
緑
爽
会
並
び
に
関
係
の
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
会
報
編
集
委
員
会
〉

インフォメーション

❖
編
集
後
記
❖

◦
11
月
５
日
、
仕
事
で
芦あ

し

峅く
ら

寺じ

に
あ
る

立
山
博
物
館
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
開
館
3０
周
年
記
念
・
後
期
特
別

企
画
展「
霊
山
立
山　

天
空
へ
の
祈
り
」

を
開
催
中
で
し
て
、
例
の
剱
岳
山
頂
で

発
見
さ
れ
た「
銅
錫
杖
頭
附
鉄
剣
」の
実

物
が
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
も

う
一
つ
目
を
引
い
た
の
は
大
日
山
塊
・

七
福
園
付
近
で
発
見
さ
れ
た
「
銅
錫
杖

頭（
双
竜
飾
）」で
し
た
。

●
こ
の
錫
杖
頭
は
東
京
国
立
博
物
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
双
竜
飾
は

珍
し
く
、遊
環（
錫
杖
に
通
す
細
い
鉄
の

輪
）
が
左
右
に
１
個
ず
つ
残
っ
て
い
ま

し
た
。
平
安
時
代
の
も
の
と
言
わ
れ
ま

す
が
、じ
っ
と
眺
め
て
い
る
と
、禅
定
衣

に
身
を
包
ん
で
立
山
の
稜
線
を
行
く
、

修
験
者
た
ち
が
打
ち
鳴
ら
す
錫
杖
の
響

き
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
、
束
の
間

の
祈
り
の
時
間
で
し
た
。 （
節
田
重
節
）
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◆
小
松
由
香
写
真
展　

─
シ
リ
ア
難
民

　

母
と
子
の
肖
像

会
期　

12
月
1０
日
㈮
～
16
日
㈭　

平

日
：
1０
時
3０
分
─
19
時　

土
・

日
：
11
─
17
時
（
最
終
日
は
14

時
ま
で
）

〇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

1０
、

11
、
12
日
の
13
時
か
ら
2０
分

会
場　

富
士
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
銀
座

〒
１
０
４　

０
０
６
１　

東
京

都
中
央
区
銀
座
１　

２　

４   

サ
ク
セ
ス
銀
座
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ

ル
４
Ｆ　

ク
リ
エ
イ
ト
銀
座
本

店　

０3　
３
５
３
８　
９
８
２

２　

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
・
京

橋
駅
か
ら
徒
歩
１
分
、
東
京
メ

ト
ロ
有
楽
町
線
・
銀
座
一
丁
目

駅
出
口
か
ら
徒
歩
１
分
、
Ｊ
Ｒ

有
楽
町
駅
か
ら
徒
歩
５
分

◆
中
村
み
つ
を
個
展「
月
の
旅
」

２
年
ぶ
り
に
個
展
を
開
き
ま
す
が
、

山
旅
の
絵
を
中
心
に
、
2０
点
ほ
ど
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期　

12
月
１
日
㈬
～
12
日
㈰
（
月
曜

日
は
休
廊
）　

12
時
～
19
時

（
最
終
日
は
17
時
ま
で
）

会
場　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
ぁ
る（
Ｊ
Ｒ
恵

比
寿
駅
東
口
か
ら
徒
歩
３
分

０3　
５
３
８
３　
６
１
０
１
）

https://galeriem
alle.jp/

ふ
と
見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に
月
が
浮
か

ん
で
い
ま
し
た
。

今
夜
は
、
ど
ん
な
お
話
で
し
ょ
う
。

月
の
旅
の
は
じ
ま
り
で
す
。

訂
正
と
お
詫
び�

＊
会
報
1０
月
号
１
ペ
ー
ジ
１
段
目

「
56
歳
で
雌
阿
寒
岳
」
と
あ
る
の
は
「
雄




